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高　

風

は
じ
め
に

　

本
稿
は
「
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
六
十
四
巻
第
一
号
（
平
成
二

十
八
年
九
月
）
に
所
収
の
拙
稿
「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
九
）」
の

続
編
で
あ
る
。
全
項
の
人
物
誌
が
完
成
し
た
時
は
『
近
代
曹
洞
宗
人
名
辞

典
』
と
題
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
、
一
日
も
早
い
完
成
を
め
ざ
し
精
進
し
て

い
る
。

　

凡　

例

　
﹇
見
出
し
項
目
﹈

一
、 

収
録
人
物
は
明
治
期
以
降
に
宗
門
の
発
展
に
活
躍
し
た
人
物
で
、
そ
の

出
典
は
「
明
教
新
誌
」「
宗
報
」「
曹
洞
宗
報
」
を
中
心
に
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
期
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
著
作
や
各
種
雑
誌
、
新
聞
な
ど
か
ら

採
取
し
た
。

二
、 

見
出
し
の
人
名
は
当
時
用
い
た
旧
漢
字
と
し
た
。
事
歴
の
本
文
は
新
字

体
を
用
い
た
が
、
旧
字
体
を
使
用
し
た
も
の
も
あ
る
。

三
、 

見
出
し
の
項
目
は
か
な
見
出
し
を
太
字
で
示
し
、次
に
漢
字
を
掲
げ
た
。

四
、 

か
な
見
出
し
項
目
は
姓
と
名
の
間
に
ダ
ー
シ
を
挿
入
し
て
読
み
や
す
く

し
た
。

　
﹇
見
出
し
項
目
の
配
列
﹈

一
、 

配
列
は
五
十
音
順
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、「
い
」
以
降
は
完
成
し
た
原

稿
の
順
序
と
し
た
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
「
き
」
の
項
を
と
り
あ
げ

た
。

二
、 

同
音
同
字
の
漢
字
項
目
は
時
代
順
（
没
年
順
）
に
配
列
し
た
。

三
、 

同
音
異
字
の
漢
字
項
目
は
第
一
字
目
の
画
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
の
順

と
し
た
。
ま
た
、
第
一
字
目
が
同
画
数
の
時
は
第
二
字
以
降
の
画
数
の

少
な
い
も
の
か
ら
配
列
し
た
。

　
﹇
本
文
の
記
述
と
そ
の
順
序
﹈

一
、 

本
文
の
記
述
は
敬
語
、
敬
称
の
使
用
を
避
け
た
。

二
、 

収
録
に
あ
た
っ
て
は
歴
住
地
、
号
、
字
、
生
年
月
日
、
父
母
、
誕
生

地
、
受
業
師
、
本
師
、
学
歴
、
僧
堂
安
居
歴
、
宗
門
役
職
歴
、
社
会
的

職
歴
、
著
作
類
、
示
寂
（
没
）
年
月
日
、
行
年
、
参
考
文
献
の
順
と
し

た
。
不
明
な
場
合
は
記
し
て
い
な
い
。

三
、 

本
文
は
基
本
的
に
、
編
著
者
が
直
接
、
歴
住
地
へ
問
い
合
わ
せ
を
行
っ

た
返
書
（
調
査
用
紙
）
に
も
と
づ
い
て
執
筆
し
た
。
そ
れ
以
外
に
参
考

と
し
た
文
献
は
末
尾
に
掲
げ
た
。

四
、 

伝
記
中
の
元
号
の
一
番
最
初
（
初
出
）
に
西
暦
を
入
れ
た
。
た
だ
し
、

伝
記
中
の
生
没
年
に
は
西
暦
を
入
れ
な
い
。

五
、 

寺
院
の
所
在
地
が
郡
の
場
合
は
県
を
入
れ
、
市
の
場
合
は
県
を
省
略
し

た
。
な
お
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
る
新
市
町
村
名
へ
の
変
更
を
行
っ
て

い
な
い
も
の
も
あ
る
。

六
、 

歴
住
地
は
歴
住
の
順
序
通
り
で
な
い
も
の
も
あ
り
、
何
世
か
不
明
な
場

合
は
記
し
て
い
な
い
。
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き
 

き
が
く‒
と
う
り
ん　

麒
嶽
洞
麟

　

－

明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）

北
海
道
寿
都
郡
龍
洞
院
四
世
、
北
海
道
寿
都
郡
法

龍
寺
開
山
、
北
海
道
島
牧
郡
龍
巌
寺
開
山
。
号
は

麒
嶽
。
越
後
蒲
原
郡
長
戸
村
の
渡
邊
五
郎
右
衛
門

の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
祖
園
、
本
師
は

順
應
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
浅
野
義
顕
を

請
し
て
結
制
安
居
す
る
。
十
五
年
、
久
我
環
溪
を

請
し
て
授
戒
会
を
修
行
し
、
十
八
年
に
本
堂
の
新

築
工
事
を
行
い
、
翌
年
に
落
成
し
た
。
十
四
年
に

は
法
龍
寺
を
建
立
、
二
十
四
年
に
島
泊
説
教
所
を

設
置
し
、
二
十
二
年
に
退
董
す
る
。
三
十
二
年
二

月
二
十
二
日
に
示
寂
し
た
。（『
開
荒
弘
法
日
東
宗
教
家

実
伝
』）

き
く‒

い
こ
う　

規
矩
惟
孝

　
－

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
）

高
岡
市
瑞
龍
寺
二
十
四
世
、
氷
見
市
紹
光
寺
三
十

七
世
、
豊
中
市
仏
眼
寺
十
九
世
、
高
岡
市
長
徳
寺

十
六
世
、
射
水
市
長
寿
寺
二
十
世
、
高
岡
市
林
洞

寺
二
世
、
池
田
市
東
禅
寺
二
世
。
号
は
戒
庵
。
富

山
県
射
水
郡
戸
破
の
嶋
藤
右
衛
門
家
に
、
あ
る
い

は
大
阪
長
濱
屋
の
規
矩
家
に
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ

る
。
本
師
は
斉
焉
勗
道
、
興
聖
寺
の
回
天
慧
杲
、

海
蔵
寺
の
月
潭
全
龍
に
参
随
し
た
。
明
治
十
四
年

十
一
月
四
日
に
示
寂
し
た
。

き
く‒

か
く
せ
い　

規
矩
覚
淸

安
政
元
年（
一
八
五
四
）－

亀
岡
市
積
善
寺
十
四
世
、
宝
塚
市
寶
泉
寺
二
十
三

世
、
茨
木
市
高
雲
寺
十
一
世
。
号
は
聖
山
。
安
政

元
年
十
二
月
一
日
に
富
山
県
射
水
郡
小
杉
町
の
島

田
弥
三
郎
の
二
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
規
矩

惟
孝
、
本
師
は
倶
清
閑
。
明
治
二
年
（
一
八
六

九
）
永
徳
寺
の
佐
藤
倍
齢
の
初
会
に
入
衆
し
、
九

年
に
佛
眼
寺
の
惟
孝
の
随
意
会
に
お
い
て
立
職
、

十
二
年
佛
眼
寺
前
住
の
倶
淸
閑
の
室
に
入
て
嗣
法

す
る
。
十
三
年
に
は
弥
勒
寺
の
原
田
良
禅
に
参
随

し
た
。
十
六
年
、
高
雲
寺
へ
、
十
九
年
、
積
善
寺

及
び
栄
松
寺
に
歴
住
し
た
。
組
長
、
副
取
締
、
所

長
を
務
め
、
両
本
山
布
教
師
と
し
て
各
地
に
巡
錫

し
、
説
教
の
大
家
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
徒
弟

教
育
に
も
従
事
し
、
男
僧
、
尼
僧
各
々
十
人
以
上

を
得
度
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

き
く
ち‒

え
じ
ょ
う　

菊
地
惠
定

嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）－

明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）

能
代
市
楞
厳
院
十
五
世
。
号
は
戒
安
。
嘉
永
元
年

に
生
ま
れ
る
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
得
度

し
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
伝
法
す
る
。
十

九
年
に
は
楞
厳
院
に
住
職
し
、
三
十
九
年
旧
七
月

二
十
五
日
に
示
寂
し
た
。

き
く
ち‒

え
つ
み
ょ
う　

菊
地
悦
明

安
政
六
年（
一
八
五
九
）－

大
正
三
年（
一
九

一
四
）

小
山
市
龍
昌
寺
二
十
五
世
、
栃
木
市
総
徳
寺
。
号

は
冝
参
。
安
政
六
年
十
二
月
十
五
日
に
茨
城
県
結

城
町
の
菊
地
家
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
琢
明
智

遷
。
大
正
三
年
十
二
月
九
日
に
五
十
六
歳
で
示
寂

し
た
。（「
龍
昌
寺
歴
住
世
代
帳
」）

き
く
ち‒

ぎ
ょ
く
り
ん　

規
矩
智
玉
輪

嘉
永
五
年（
一
八
五
八
）－

昭
和
六
年（
一
九

三
一
）
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米
沢
市
盛
興
院
、
米
沢
市
高
岩
寺
、
南
陽
市
東
正

寺
三
十
一
世
。
号
は
心
月
。
嘉
永
五
年
八
月
十
三

日
に
山
形
県
東
置
賜
郡
宮
内
町
の
鈴
木
惣
左
衛
門

の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
種
月

玉
田
。
養
広
寺
禅
苗
、
祇
園
寺
禅
棟
、
不
動
寺
葛

城
徹
玄
に
参
随
し
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八

一
）
に
盛
興
院
に
首
先
住
職
、
十
六
年
及
び
十
七

年
に
は
宗
議
会
議
長
を
務
め
、
總
持
寺
独
立
曹
洞

宗
革
新
同
盟
会
支
部
を
起
こ
し
、
そ
の
幹
事
と
な

る
。
二
十
五
年
に
録
所
副
長
を
拝
命
、
二
十
七
年

に
米
沢
市
各
宗
興
道
会
の
幹
事
兼
常
議
員
に
当

選
、
二
十
九
年
に
は
米
沢
第
二
号
曹
洞
宗
務
支
局

事
務
会
計
、
三
十
四
年
特
選
に
よ
り
、
八
月
二
十

七
日
を
以
っ
て
東
正
寺
の
住
職
を
拝
命
。
四
十
三

年
に
は
山
形
県
第
六
宗
務
所
長
及
び
總
持
寺
再
建

祠
堂
勧
募
督
励
員
な
ど
を
歴
任
。
大
正
四
年
（
一

九
一
五
）
に
は
十
大
弟
子
の
尊
像
を
安
置
し
、
六

年
に
も
同
宗
務
所
長
を
拝
命
し
、
八
年
に
は
鐘
楼

堂
を
瓦
葺
に
改
造
す
る
な
ど
し
て
法
幢
地
に
昇
格

さ
せ
た
。
ま
た
、
管
内
布
教
部
長
に
も
就
い
た
。

昭
和
三
年
に
も
山
形
県
曹
洞
宗
務
所
長
を
拝
命
し

て
お
り
、
六
年
十
二
月
四
日
に
八
十
歳
で
示
寂
し

た
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』）

き
く
ち‒

し
ゅ
ん
ゆ
う　

菊
池
俊
友

明
治
十
年（
一
八
七
七
）－

大
正
七
年（
一
九

一
八
）

山
形
県
東
置
賜
郡
松
岩
院
十
九
世
、
南
陽
市
珍
蔵

寺
十
六
世
（
十
九
世
）。
号
は
月
山
。
明
治
十
年

に
山
形
県
東
置
賜
郡
金
山
村
の
菊
池
嘉
七
の
子
に

生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
金
山
俊
興
。
明
治

二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
山
形
専
門
支
校
を
経

て
、
曹
洞
宗
大
学
林
を
卒
業
、
さ
ら
に
英
語
学
校

に
三
年
間
学
び
、
宗
門
留
学
生
に
選
抜
さ
れ
て
比

叡
山
に
三
年
間
留
学
し
て
性
相
部
を
専
攻
し
た
。

四
十
二
年
に
は
教
導
講
習
院
を
卒
業
し
て
軍
人
布

教
師
に
任
命
さ
れ
、
高
等
学
林
教
授
、
第
二
中
学

林
教
頭
、
仙
台
の
栴
檀
中
学
学
監
、
特
派
布
教
師

な
ど
を
歴
任
し
た
。
大
正
七
年
五
月
十
日
に
五
十

四
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

き
く
ち‒

し
ん
り
ゅ
う　

菊
地
眞
龍

明
治
元
年（
一
八
六
八
）－

昭
和
十
四
年（
一

九
三
九
）

遠
野
市
曹
源
寺
十
五
世
、
釜
石
市
林
宗
寺
十
七

世
、
気
仙
沼
市
宝
鏡
寺
二
十
九
世
。
号
は
南
海
。

明
治
元
年
三
月
二
十
二
日
に
岩
手
県
上
閉
伊
郡
橋

野
村
の
小
笠
原
源
之
丞
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
受

業
師
、
本
師
は
菊
地
祖
雄
。
明
治
十
八
年
（
一
九

四
三
）
十
一
月
に
盛
岡
学
林
に
入
学
し
満
三
年
で

仝
科
を
卒
業
す
る
。
宗
議
会
議
員
に
四
期
当
選

し
、
宗
議
会
特
選
議
員
を
一
期
務
め
、
昭
和
十
四

年
十
二
月
七
日
に
七
十
二
歳
で
示
寂
し
た
。（「
曹

源
寺
由
緒
録
」「
宗
教
時
報
」
第
一
三
三
号
、「
傘

松
」
第
一
四
八
号
）

き
く
ち‒

だ
い
せ
ん　

菊
池
大
仙

嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）－

大
正
二
年（
一
九

一
三
）

宮
城
県
柴
田
郡
繁
昌
院
二
十
一
世
。
号
は
聖
嶽
。

嘉
永
五
年
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
大
洞
密
仙
。
明

治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
三
十
四
歳
で
曹
洞
宗

大
学
林
を
卒
業
し
、
二
十
四
年
の
永
平
寺
貫
首
選

挙
に
当
っ
て
、
宮
城
県
教
導
取
締
代
表
の
開
票
立

会
人
と
な
り
、
剛
直
振
り
を
示
し
た
。
二
十
九
年

に
宗
会
議
員
と
な
り
、
副
議
長
、
曹
洞
宗
第
一
中

学
林
の
初
代
林
長
も
務
め
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、

昌
伝
庵
の
大
友
堅
孝
、
保
寿
寺
の
氏
家
浄
眼
と
と

も
に
宗
内
徒
弟
教
養
の
た
め
、
沙
弥
校
の
設
立
を

発
起
し
て
規
則
な
ど
を
制
定
し
、
曹
洞
宗
務
局
の



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
64
巻
第
２
号

150

83

指
令
を
受
け
て
開
設
し
た
。
ま
た
、
東
北
連
合
仏

教
会
を
設
立
し
て
会
長
を
務
め
、『
東
北
の
燈
』

を
発
刊
し
時
事
を
論
じ
た
。
著
作
に
は
『
編
年
摘

要
曹
洞
宗
史
略
』
が
あ
る
。
大
正
二
年
二
月
五
日

に
六
十
二
歳
で
示
寂
し
た
。（「
明
教
新
誌
」
第
二

五
〇
五
号
、『
洞
上
高
僧
月
旦
』『
洞
門
現
時
二
十
五

哲
』）

き
く
ち‒

ち
け
ん　

菊
池
智
賢

安
政
四
年（
一
八
五
七
）－

昭
和
二
年（
一
九

二
七
）

釜
石
市
石
応
禅
寺
十
五
世
、
岩
手
県
紫
波
郡
長
岩

寺
二
十
世
。
号
は
大
拙
。
安
政
四
年
四
月
八
日
に

岩
手
県
山
田
町
船
越
に
菊
池
藤
六
の
四
男
に
生
ま

れ
る
。
受
業
師
は
興
禅
、
本
師
は
大
応
道
英
。
明

治
十
年
（
一
八
七
七
）、
岩
手
県
曹
洞
宗
専
門
支

校
に
入
学
し
、
十
二
年
に
は
東
京
専
門
本
校
附
属

校
に
掛
籍
、
十
三
年
冬
、
同
本
校
生
に
転
入
し

た
。
十
六
年
に
は
青
森
県
第
二
専
門
支
校
教
師
、

十
九
年
に
岩
手
県
専
門
支
校
教
師
、
三
十
五
年
に

は
特
命
支
局
取
締
心
得
、
四
十
四
年
に
布
教
師
に

就
い
た
。
な
お
、
二
十
五
年
に
は
石
応
禅
寺
の
庫

裡
、
二
十
七
年
に
本
堂
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二

五
）
に
鐘
楼
、
山
門
、
不
老
閣
を
建
立
。
大
正
元

年
に
は
釜
石
青
年
会
長
、
釜
石
信
用
組
合
理
事
、

組
合
長
を
務
め
た
。
昭
和
二
年
五
月
二
十
四
日
に

示
寂
し
て
い
る
。（「
明
峰
山
石
応
寺
史
要
」『
曹

洞
宗
名
鑑
』）

き
く
ち‒

て
つ
り
ゅ
う　

菊
池
徹
龍

明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）－

昭
和
四
十
一
年

（
一
九
六
六
）

遠
野
市
曹
源
寺
十
六
世
。
号
は
巨
雲
。
明
治
十
七

年
五
月
五
日
に
岩
手
県
上
閉
伊
郡
橋
野
村
の
小
笠

原
亥
之
助
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師

は
菊
地
眞
龍
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
可

睡
斎
に
安
居
し
、
四
十
四
年
か
ら
大
正
五
年
（
一

九
一
六
）
ま
で
盛
岡
市
報
恩
寺
に
安
居
し
た
。
四

十
四
年
九
月
か
ら
大
正
十
四
年
八
月
ま
で
、
岩
手

県
第
五
宗
務
所
第
一
組
長
を
四
期
務
め
、
大
正
十

四
年
八
月
か
ら
昭
和
十
七
年
九
月
ま
で
岩
手
県
宗

務
所
第
十
一
教
区
長
を
四
期
務
め
た
。
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
か
ら
三
十
年
ま
で
上
郷
村
村
会
議

員
を
四
期
務
め
、
そ
の
間
に
は
議
長
を
六
年
務
め

た
。
民
生
委
員
も
多
年
務
め
て
い
る
。
昭
和
四
十

一
年
一
月
二
十
八
日
に
八
十
三
歳
で
示
寂
し
た
。

（「
曹
源
寺
世
代
録
」）

き
し‒

げ
っ
た
ん　

岸
月
潭

嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）－

昭
和
二
年（
一
九

二
七
）

三
原
市
宗
光
寺
二
十
四
世
、
愛
媛
県
越
智
郡
宝
蔵

寺
十
四
世
、
尾
道
市
西
金
寺
十
二
世
、
今
治
市
隆

慶
寺
二
十
二
世
。
号
は
掉
舟
。
嘉
永
五
年
一
月
五

日
に
広
島
県
御
調
郡
三
原
町
の
福
永
杢
左
衛
門
の

三
男
に
生
ま
れ
た
。
受
業
師
、
本
師
は
碧
潭
老

龍
。
瑞
応
寺
の
耳
山
黙
仙
、
陽
松
庵
の
雪
庵
玄

朗
、
福
昌
寺
の
柏
巌
伝
苗
、
そ
の
他
、
栴
崖
奕
堂

ら
に
参
随
し
た
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に

四
十
六
歳
で
宗
光
寺
に
僧
堂
を
開
単
し
、
昭
和
元

年
（
一
九
二
六
）
十
月
十
五
日
に
永
平
寺
後
堂
を

拝
命
し
た
。
昭
和
二
年
七
月
二
十
八
日
に
七
十
六

歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』「
明
教
新

誌
」
第
一
四
九
七
号
）

き
し‒

し
ゅ
う
が
く　

岸
秀
岳

文
久
三
年（
一
八
六
三
）－

昭
和
十
六
年（
一

九
四
一
）

小
田
原
市
東
泉
院
二
十
世
。
号
は
富
仙
。
文
久
三
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明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
十
）
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年
十
二
月
八
日
に
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
小
竹
村
の

岸
平
兵
衛
の
二
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
亀
泉

秀
玉
、
本
師
は
武
井
亮
光
。
明
治
十
一
年
（
一
八

七
八
）
四
月
、
香
集
寺
の
高
田
静
高
の
初
会
に
入

衆
、
十
三
年
夏
、
宝
泉
寺
で
立
職
し
、
同
年
に
神

奈
川
県
第
二
号
専
門
支
校
に
入
る
。
武
井
亮
光
の

室
に
入
り
伝
法
し
た
。
十
九
年
、
曹
洞
宗
大
学
林

を
卒
業
。
以
後
、
原
坦
山
の
仏
仙
社
に
入
っ
て
勉

学
に
務
め
る
旁
ら
、
中
村
敬
宇
の
同
仁
社
に
学
ん

だ
。
神
奈
川
県
専
門
支
校
教
師
も
務
め
た
。
三
十

三
年
に
、
政
府
宗
教
法
案
の
制
を
議
論
せ
ん
と
す

る
世
論
が
起
り
、
神
奈
川
県
に
仏
教
国
民
同
盟
会

を
組
織
し
た
。
四
十
四
年
に
は
小
田
原
新
玉
町
に

石
井
裁
縫
女
学
校
な
ら
び
に
仏
教
婦
人
会
の
道
場

を
新
設
し
て
自
ら
校
長
、
会
長
を
務
め
、
同
校
舎

内
に
小
田
原
青
年
会
を
開
き
布
教
に
尽
力
し
た
。

生
前
中
に
『
蛇
石
集
』『
蛇
石
集
新
体
詩
篇
』
を

著
わ
し
て
お
り
、
水
墨
の
禅
画
を
得
意
と
し
漢
詩

人
を
も
っ
て
知
ら
れ
た
。
昭
和
十
六
年
九
月
十
一

日
に
七
十
九
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』

『
富
仙
秀
岳
和
尚
本
然
記
』）

き
し‒

て
つ
ゆ
う　

岸
哲
勇

　

－

大
正
元
年（
一
九
一
二
）

天
童
市
法
体
寺
十
七
世
、
山
形
県
西
村
山
郡
長
伝

寺
十
三
世
、
山
形
市
高
源
寺
十
六
世
。
山
形
県
西

村
山
郡
左
沢
町
橋
上
の
岸
六
郎
兵
衛
の
二
男
に
生

ま
れ
る
。
号
は
海
嶽
。
受
業
師
、
本
師
は
天
瑞
智

鳳
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
火
災
に
よ
っ
て

本
堂
、
庫
裡
な
ど
を
全
焼
し
た
が
、
二
十
三
年
に

本
堂
を
再
建
し
た
。
大
正
元
年
十
一
月
十
六
日
に

七
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。

き
し
ざ
わ‒

い
あ
ん　

岸
沢
惟
安

慶
応
元
年（
一
八
六
五
）－

昭
和
三
十
年（
一

九
五
五
）

養
父
市
永
源
寺
、
鴻
巣
市
清
法
寺
十
四
世
、
豊
岡

市
養
源
寺
二
十
四
世
、
青
森
県
三
戸
郡
法
光
寺
三

十
五
世
、
兵
庫
県
美
方
郡
安
泰
寺
、
焼
津
市
旭
伝

院
開
山
。
号
は
眠
芳
。
慶
応
元
年
七
月
二
十
五
日

に
武
蔵
国
豊
田
村
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
計
之

助
。
受
業
師
、
本
師
は
西
有
穆
山
。
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
）、
埼
玉
県
師
範
学
校
を
卒
業
し
小
学

校
訓
導
と
し
て
勤
務
し
た
。
三
十
年
九
月
に
発
心

し
て
可
睡
斎
の
西
有
穆
山
に
つ
い
て
得
度
、
三
十

四
年
八
月
、
總
持
寺
貫
首
に
昇
住
し
た
西
有
穆
山

に
入
室
嗣
法
、
四
十
年
七
月
、
丘
宗
潭
に
随
侍
、

『
正
法
眼
蔵
』
の
権
威
西
有
穆
山
と
そ
の
門
下
丘

宗
潭
に
学
び
、
生
涯
を
『
正
法
眼
蔵
』
の
参
究
に

尽
く
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
准
師
家
と
な

り
、
修
禅
寺
僧
堂
及
び
西
有
寺
僧
堂
で
雲
衲
の
接

得
に
努
め
た
。
四
十
五
年
三
月
、
養
源
寺
に
転

住
。
こ
の
頃
か
ら
榑
林
皓
堂
、
足
羽
雪
艇
、
橋
本

恵
光
ら
が
参
じ
て
い
る
。
大
正
十
年
（
一
九
二

一
）
京
都
安
泰
寺
に
転
住
し
、
十
二
年
に
旭
伝
院

を
開
創
し
た
。
大
正
八
年
よ
り
昭
和
六
年
（
一
九

三
一
）
ま
で
、
永
平
寺
の
眼
蔵
会
の
講
師
を
務
め

た
。
昭
和
十
二
年
十
一
月
よ
り
十
六
年
四
月
ま
で

永
平
寺
西
堂
に
就
い
て
お
り
、
著
書
に
『
正
法
眼

蔵
全
講
』『
五
位
顯
訣
元
字
脚
葛
藤
集
』『
正
法
眼

蔵
菩
提
薩
埵
四
摂
法
葛
藤
集
』『
参
同
契
葛
藤

集
』『
信
心
銘
葛
藤
集
』『
典
座
教
訓
講
話
』『
修

証
義
大
綱
講
話
』『
戒
法
の
お
話
』
な
ど
が
あ

る
。
三
十
年
三
月
二
十
六
日
に
旭
伝
院
の
隠
寮
に

お
い
て
九
十
一
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名

鑑
』『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』「
傘
松
」
第
四
九

二
号
）
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教
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第
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き
し
ざ
わ‒

ち
と
う　

岸
沢
知
等

明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
）－

平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）

養
父
市
永
源
寺
。
明
治
三
十
七
年
三
月
三
十
日
に

兵
庫
県
養
父
郡
八
鹿
町
に
生
ま
れ
た
。
本
師
は
岸

沢
惟
安
。
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
本
科
を
卒
業
、
永

平
寺
に
安
居
し
、
曹
洞
宗
宗
務
所
長
や
教
区
長
、

民
生
委
員
、
保
護
司
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど
を
務

め
た
。
平
成
二
年
十
一
月
二
十
五
日
に
八
十
七
歳

で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』「
傘
松
」

第
五
六
八
号
）

き
し
だ‒

せ
つ
じ
ょ
う　

岸
田
雪
城

　

－

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）

萩
市
東
雲
寺
二
十
世
、
萩
市
中
善
寺
二
十
世
、
萩

市
亨
徳
寺
二
十
一
世
。
号
は
文
海
、
本
師
は
山
田

文
勇
。
曹
洞
宗
地
方
布
教
部
委
員
を
多
年
に
わ

た
っ
て
務
め
、
地
方
布
教
の
進
展
に
尽
力
し
た
。

地
方
教
界
の
重
鎭
と
し
て
宗
内
に
令
聞
あ
り
。
昭

和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
は
山
口
県
曹
洞
宗
宗
務

所
長
と
な
る
。
三
十
二
年
三
月
四
日
に
八
十
二
歳

で
示
寂
し
た
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』）

き
し
だ‒

て
ん
ま
ろ　

岸
田
天
麿

明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）－
平
成
三
年

（
一
九
九
一
）

長
野
市
興
禅
寺
三
十
三
世
。
号
は
智
月
。
明
治
四

十
三
年
七
月
十
七
日
に
岸
田
天
山
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
岸
田
天
山
、
本
師
は
孤
峰

智
璨
。
西
部
中
等
公
民
学
校
、
駒
澤
大
学
で
学
ん

だ
後
、
總
持
寺
に
安
居
し
た
。
昭
和
四
年
（
一
九

二
九
）
に
は
頼
岳
寺
僧
堂
に
安
居
し
、
六
年
九
月

に
興
禅
寺
住
職
と
な
っ
た
。
十
八
年
（
一
九
四

三
）
十
一
月
よ
り
二
十
一
年
五
月
ま
で
応
召
し
軍

役
に
服
し
た
後
、
帰
山
し
て
興
禅
寺
を
維
持
す
る

と
と
も
に
幾
多
の
事
業
を
遂
行
し
て
寺
門
興
隆
に

務
め
た
。
平
成
三
年
二
月
十
九
日
に
示
寂
し
た
。

（『
神
峯
山
興
禅
寺
史
』）

き
し
だ‒

ど
う
か
い　

岸
田
道
開

明
治
元
年（
一
八
六
八
）－

昭
和
十
六
年（
一

九
四
一
）

北
海
道
天
塩
郡
寿
養
寺
十
九
世
、
北
海
道
苫
前
郡

金
龍
寺
四
世
、
北
海
道
天
塩
郡
道
開
寺
開
山
、
北

海
道
天
塩
郡
養
寿
寺
開
山
、
北
海
道
天
塩
郡
清
輪

寺
開
山
、
北
海
道
奥
尻
郡
耕
養
寺
三
世
。
号
は
心

田
。
明
治
元
年
十
一
月
八
日
に
北
海
道
松
前
郡
福

山
町
の
岸
田
吉
太
郎
の
子
に
生
ま
れ
る
。
受
業

師
、
本
師
は
天
野
孝
道
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八

二
）
北
海
道
曹
洞
宗
第
二
宗
務
支
局
附
属
専
門
支

校
に
入
学
し
、
十
八
年
に
学
科
四
級
を
卒
業
、
十

七
年
八
月
よ
り
天
徳
院
の
森
田
悟
由
に
参
随
し

た
。
二
十
八
年
一
月
に
天
塩
国
苫
前
郡
苫
前
町
に

新
寺
を
創
立
し
、
三
十
年
に
は
金
龍
寺
の
公
称
を

得
た
。
大
正
二
年
四
月
以
来
、
高
崎
育
児
院
の
田

辺
鉄
定
と
謀
り
、
児
童
を
引
率
し
て
実
地
開
墾
に

従
事
し
た
。
北
海
道
宗
務
所
第
十
二
教
区
長
を
務

め
、
昭
和
十
六
年
一
月
九
日
に
七
十
四
歳
で
示
寂

し
た
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』）

き
し
の‒

き
ょ
う
じ
ゅ
ん　

岸
野
恭
順

明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）－

平
成
九
年

（
一
九
九
七
）

宝
塚
市
宝
泉
寺
。
明
治
四
十
一
年
十
一
月
に
福
井

県
丹
生
郡
朝
日
町
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
規
矩
覚

如
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
駒
澤
大
学
専
門

部
高
等
師
範
科
を
卒
業
し
永
平
寺
に
安
居
し
た
。

兵
庫
県
選
出
の
宗
会
議
員
な
ど
を
歴
任
し
布
教
部

長
、
宗
議
会
議
長
、
兵
庫
県
第
一
宗
務
所
長
、
宗
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門
学
校
理
事
、
評
議
員
及
び
監
事
、
参
事
会
議

長
、
綜
合
特
別
審
議
会
々
長
、
そ
の
他
の
各
種
委

員
長
や
予
算
委
員
長
、
同
真
会
本
部
長
、
顧
問
、

宝
塚
市
仏
教
会
長
、
寺
院
福
祉
審
議
会
々
長
な
ど

も
務
め
、
宗
外
で
は
民
生
委
員
も
務
め
た
。
平
成

九
年
六
月
十
四
日
に
九
十
歳
で
示
寂
し
た
。（「
曹

洞
宗
報
」
七
四
三
号
、「
傘
松
」
第
六
四
六
号

『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』）

き
じ
ま‒

い
つ
ざ
ん　

來
島
逸
山

　

－

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）

松
江
市
桐
岳
寺
二
十
世
。
号
は
文
苗
。
島
根
県
仁

多
郡
阿
井
町
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
黙
庵
達
道
。

明
治
三
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
に
七
十
六
歳
で

示
寂
し
た
。

き
し
も
と‒

だ
い
の
う　

岸
本
大
能

天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）－

大
正
六
年（
一

九
一
七
）

三
田
市
慶
安
寺
十
四
世
。
号
は
慧
宗
。
天
保
十
四

年
三
月
五
日
（
戸
籍
）、
あ
る
い
は
十
一
月
二
十

日
に
兵
庫
県
氷
上
郡
森
村
の
和
田
甚
兵
衛
の
二
男

に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
禅
峰
、
本
師
は
一
翁
大

喝
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
月
よ
り
心
月
院

の
画
龍
に
随
侍
す
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
深

谷
寺
の
祖
乗
の
初
会
で
首
座
を
務
め
る
。
慶
応
元

年
（
一
八
六
五
）
二
月
二
十
八
日
に
慶
安
寺
の
一

翁
大
喝
の
室
に
入
り
嗣
法
す
る
。
同
年
六
月
、
慶

安
寺
に
住
持
し
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
よ

り
二
十
九
年
ま
で
兵
庫
県
第
一
号
支
局
副
取
締
を

務
め
た
。
大
正
六
年
六
月
二
十
二
日
に
七
十
五
歳

で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

き
し
も
と‒

り
ゅ
う
こ
う　

岸
本
隆
孝

明
治
二
十
八
年（
一
八
九
五
）－

昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
）

小
浜
市
永
福
庵
三
十
二
世
、
小
浜
市
空
印
寺
四
十

世
。
号
は
大
圓
。
明
治
二
十
八
年
九
月
五
日
に
福

井
県
今
立
郡
北
日
野
村
庄
田
に
生
ま
れ
る
。
受
業

師
、
本
師
は
久
我
顕
孝
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九

一
〇
）
三
月
、
敦
賀
郡
松
原
村
の
松
原
尋
常
高
等

小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
た
後
、
四
十
四
年
三
月

ま
で
永
建
寺
、
四
十
四
年
か
ら
大
正
三
年
ま
で
、

臥
竜
院
、
三
年
か
ら
四
年
ま
で
名
古
屋
市
大
光

院
、
四
年
か
ら
五
年
ま
で
永
平
寺
、
五
年
か
ら
六

年
ま
で
東
京
都
豪
徳
寺
、
七
年
か
ら
十
二
年
ま
で

永
建
寺
に
安
居
し
て
上
野
舜
頴
、
梶
川
乾
堂
、
熊

沢
泰
禅
ら
に
参
随
し
た
。
永
平
寺
高
祖
大
師
報
恩

授
戒
会
教
授
師
、
福
井
県
宗
務
所
長
、
福
井
県
布

教
師
、
布
教
委
員
長
、
福
井
県
司
法
保
護
委
員
、

小
浜
市
仏
教
会
長
、
遠
敷
郡
仏
教
会
長
な
ど
を
務

め
た
。
昭
和
六
十
年
八
月
十
七
日
に
示
寂
し
た
。

（『
洞
門
龍
象
要
覧
』）

き
た‒

ど
う
い
つ　

北　

道
逸

明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）－

昭
和
二
十
五

年（
一
九
五
〇
）

防
府
市
成
海
寺
二
十
二
世
。
号
は
機
外
。
明
治
二

十
二
年
十
二
月
二
十
四
日
に
佐
賀
県
杵
島
郡
東
川

登
大
字
袴
野
の
北
平
次
郎
の
四
男
に
生
ま
れ
た
。

受
業
師
は
永
溪
素
龍
、
本
師
は
天
鏡
賢
然
。
明
治

三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
、
曹
洞
宗
第
四
中

学
林
に
入
学
し
、
四
十
三
年
七
月
に
卒
業
、
大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）
三
月
二
十
九
日
に
成
海
寺
二

十
二
世
に
就
く
。
山
口
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
、
宗

会
議
員
、
準
師
家
も
務
め
、
多
々
良
学
園
の
発
展

に
尽
力
し
た
。
昭
和
二
十
七
年
五
月
二
十
八
日
に

六
十
三
歳
で
示
寂
し
た
。
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き
だ‒

て
ん
し
ん　

木
田
天
信

明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）－

昭
和
五
十
六
年

（
一
九
八
一
）

鳥
取
県
八
頭
郡
吉
祥
寺
十
八
世
。
号
は
仁
学
。
明

治
三
十
年
五
月
五
日
に
鳥
取
県
東
伯
郡
北
条
町
江

北
の
小
原
家
に
生
ま
れ
る
。
後
に
木
田
氏
の
養
子

と
な
り
改
名
す
る
。
受
業
師
は
石
井
泰
禅
、
本
師

は
木
田
真
竜
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
郡
立

実
業
学
校
を
卒
業
し
、
南
天
坊
老
師
に
も
随
侍
す

る
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
か
ら
二
十
年
ま

で
永
平
寺
直
歳
、
町
、
社
会
教
育
委
員
、
司
法
委

員
な
ど
も
務
め
た
。
著
作
は
『
参
同
契
・
宝
鏡
三

昧
の
諸
訳
』『
大
智
偈
頌
の
新
提
唱
』『
正
法
眼
蔵

讃
偈
簡
訳
』
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
五
十
六
年
三
月

十
五
日
に
八
十
五
歳
で
示
寂
し
た
。（『
洞
門
龍
象

要
覧
』）

き
だ‒

と
う
こ
う　

木
田
韜
光

嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）－

大
正
四
年（
一
九

一
五
）

岐
阜
県
不
破
郡
禅
幢
寺
三
十
二
世
、
名
古
屋
市
護

国
院
（
永
平
寺
名
古
屋
別
院
）
七
世
。
号
は
遼

空
。
嘉
永
六
年
に
生
ま
れ
る
。
漢
学
を
太
田
梁

平
、

大
機
、
溪
毛
介
、
中
村
謙
な
ど
に
学
び
、

天
外
石
橋
、
成
川
百
衲
、
不
破
一
牛
、
原
坦
山
、

折
居
光
輪
な
ど
に
参
随
し
た
。
曹
洞
宗
大
学
林
卒

業
後
、
学
林
の
教
授
、
支
局
取
締
、
布
教
師
な
ど

を
歴
任
し
、
宗
門
の
時
弊
を
憂
い
、
弘
津
説
三
、

斎
藤
運
三
ら
と
栴
檀
社
を
設
立
し
東
洋
宗
教
新
聞

を
発
行
し
た
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
よ

り
永
平
寺
監
院
、
曹
洞
宗
務
院
総
務
、
宗
会
議
員

の
公
選
議
員
二
回
、
特
選
議
員
三
回
、
宗
会
議
長

二
回
を
務
め
た
。
名
古
屋
の
檀
信
徒
よ
り
名
古
屋

市
布
池
町
に
承
陽
大
師
奉
安
殿
建
立
の
計
画
が
あ

り
、
そ
の
総
裁
に
推
挙
さ
れ
て
、
四
十
四
年
一
月

に
護
国
院
住
職
に
就
い
た
。
京
都
道
正
庵
よ
り
道

元
禅
師
木
像
を
拝
請
奉
安
し
て
寺
格
を
常
恒
会
に

昇
進
さ
せ
、
永
平
寺
布
教
伝
道
の
出
張
所
と
し

た
。
ま
た
、
愛
知
県
吉
祥
講
本
部
を
設
け
、
本

殿
、
庫
裡
、
玄
関
、
書
院
な
ど
五
百
坪
の
大
伽
藍

と
し
た
。
大
正
四
年
七
月
十
一
（
十
）
日
に
示
寂

し
て
い
る
。（『
洞
上
高
僧
月
旦
』『
開
運
の
光
』

『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

き
た
ご
し‒

か
い
じ
ょ
う　

北
越
戒
定

明
治
九
年（
一
八
七
六
）－

昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）

東
京
都
万
福
寺
二
十
二
世
、
東
京
都
長
谷
寺
三
十

世
。
号
は
大
賢
。
明
治
九
年
二
月
十
三
日
に
東
京

都
荏
原
郡
馬
込
村
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
黒
田

賢
孝
、
本
師
は
北
越
円
浄
。
中
学
林
、
高
等
学
林

を
卒
業
し
、
曹
洞
宗
大
学
林
に
入
っ
て
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）
に
卒
業
、
四
十
三
年
に
宗
務
所
長

と
な
る
。
四
十
四
年
に
長
谷
寺
に
認
可
僧
堂
を
開

設
し
て
准
師
家
と
な
り
雲
衲
を
接
化
し
た
。
麻
布

少
年
教
会
を
起
し
、
布
教
雑
誌
「
道
の
友
」
を
発

行
す
る
。
孤
児
救
済
施
設
福
田
会
の
常
務
理
事
も

務
め
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
十
六
日
に
示
寂
し

た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』『
現
代
仏
教
家
人
名
辞

典
』『
麻
布
長
谷
寺
誌
』）

き
た
ご
し‒

ぐ
か
い　

北
越
具
戒

天
保
十
一
年（
一
八
四
〇
）－

明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）

東
京
都
萬
福
寺
、
東
京
都
長
谷
寺
（
永
平
寺
東
京

都
別
院
）
二
十
九
世
。
号
は
圓
成
。
天
保
十
一
年

十
一
月
五
日
に
越
後
国
頸
城
郡
根
越
村
字
曽
根
田

の
山
崎
八
十
二
の
四
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、

本
師
は
水
口
龍
機
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）、
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江
戸
に
出
て
所
沢
市
久
米
の
永
源
寺
の
豪
仙
に
侍

し
て
読
書
習
経
し
た
。
翌
年
五
月
二
十
三
日
に
喜

運
寺
の
龍
機
に
就
て
得
度
し
、
四
年
間
随
侍
し

た
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
よ
り
遊
方
行
脚

し
、
白
鳥
鼎
三
、
久
我
環
溪
ら
に
参
随
し
た
。
六

年
九
月
に
武
州
荏
原
郡
馬
込
村
萬
福
寺
に
首
先
住

職
し
、
翌
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
二
十
三

日
に
武
州
成
田
龍
淵
寺
の
龍
機
の
室
に
入
り
嗣
法

し
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
四
月
、
永
平
寺
で

転
衣
し
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
萬
福
寺
で

初
会
を
修
行
し
て
、
十
五
年
に
は
長
谷
寺
へ
転
住

し
た
。
曹
洞
宗
副
取
締
、
福
田
会
育
児
院
の
監

事
、
評
議
員
を
務
め
て
お
り
、
貧
民
教
育
や
貧
民

救
済
な
ど
、
東
京
府
下
に
お
け
る
有
志
的
公
共
事

業
に
も
加
わ
っ
た
。
明
治
三
十
四
年
三
月
一
日
に

世
寿
六
十
二
歳
で
示
寂
し
た
。（『
麻
布
長
谷
寺

誌
』「
通
俗
仏
教
新
聞
」
第
三
五
一
号
『
福
田
会

沿
革
略
史
』）

き
た
ざ
わ‒

そ
み
ん　

北
沢
素
珉

文
化
五
年（
一
八
〇
八
）－

明
治
八
年（
一
八

七
五
）

藤
枝
市
栄
昌
寺
二
世
、
菊
川
市
長
安
寺
十
九
世
、

静
岡
県
周
智
郡
大
洞
院
輪
番
。
号
は
性
海
、
瓦

全
、
礫
友
。
文
化
五
年
（
一
八
二
二
）
に
静
岡
県

駿
河
国
安
部
郡
黒
俣
村
の
北
沢
家
に
生
ま
れ
る
。

受
業
師
、
本
師
は
石
倉
素
龍
。
文
政
十
年
（
一
八

二
七
）
よ
り
大
興
寺
の
寛
量
に
就
て
修
学
し
、
天

保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
ま
で
吉
祥
寺
栴
檀
寮
に

て
八
年
間
修
学
、
栄
昌
寺
の
寺
子
屋
で
多
く
の
子

弟
教
育
を
行
っ
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
十

月
よ
り
曹
洞
宗
宗
内
教
導
職
幹
事
に
就
き
、
著
作

に
は
『
莠
語
千
字
文
』
が
あ
る
。
明
治
八
年
九
月

九
日
に
六
十
九
歳
で
示
寂
し
た
。（「
過
去
帳
履
歴

書
」）

き
た
に‒

り
ょ
う
さ
い　

喜
谷
良
哉

明
治
十
年（
一
八
七
七
）－

昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）

東
京
都
梅
林
寺
二
十
八
世
。
号
は
慈
門
。
明
治
十

年
七
月
十
二
日
に
浅
草
区
馬
道
町
に
生
ま
れ
る
。

受
業
師
は
起
雲
吟
龍
、
本
師
は
南
嶺
保
寿
。
明
治

三
十
年
（
一
八
九
七
）
曹
洞
宗
高
等
中
学
校
卒

業
、
東
京
錦
城
学
校
中
退
、
曹
洞
宗
高
等
学
林
中

退
、
哲
学
館
卒
業
。
三
十
九
年
宗
務
院
財
務
部
書

記
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
よ
り
東
京
宗
務
所

賛
事
、
同
参
与
。
十
三
年
九
月
、
東
京
曹
洞
宗
宗

務
所
長
就
任
、
十
四
年
布
教
管
理
、
十
三
年
よ
り

十
六
年
ま
で
事
変
対
処
局
参
務
、
十
七
年
准
師
家

に
任
命
さ
れ
る
。
二
十
年
に
は
曹
洞
宗
審
判
会
審

判
長
に
任
命
さ
れ
、
二
十
三
年
五
月
に
總
持
寺
副

監
院
、
十
月
教
学
部
長
及
教
学
研
究
所
長
、
三
十

四
年
十
二
月
に
本
山
准
顧
問
、
三
十
五
年
一
月
二

十
二
日
に
本
山
顧
問
会
副
議
長
に
選
任
さ
れ
る
。

宗
外
で
は
仏
教
広
済
会
理
事
、
司
法
保
護
委
員
を

務
め
た
。
明
治
三
十
四
年
頃
よ
り
俳
文
学
研
究
に

志
し
、
河
東
碧
梧
桐
に
師
事
し
て
俳
人
生
活
を

送
っ
た
。
著
書
に
俳
句
集
『
寒
煙
』『
梅
林
句

屑
』『
碧
梧
桐
句
集
』『
地
橙
孫
句
抄
』『
虚
白
』

な
ど
が
あ
り
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
日
に

示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』『
洞
門
龍
象

要
覧
』「
梅
林
二
十
八
世
中
興
慈
門
良
哉
和
尚
経

歴
」）

き
た
の‒

げ
ん
ぽ
う　

北
野
元
峰

天
保
十
三
年（
一
八
四
二
）－

昭
和
八
年（
一

九
一
九
）

東
京
都
青
松
寺
四
十
四
世
、
永
平
寺
六
十
七
世
。

号
は
大
夤
、
不
二
庵
。
天
保
十
三
年
十
一
月
一
日
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に
福
井
県
大
野
郡
小
山
村
字
鍬
掛
村
の
北
野
孫
四

郎
の
十
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
哲
量
、
本
師

は
素
信
魯
衷
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
は
長

野
県
長
国
寺
の
覚
巌
に
随
身
し
、
五
年
に
東
京
府

松
月
院
の
魯
衷
に
随
身
し
た
。
万
延
元
年
（
一
八

六
〇
）
に
は
東
京
府
豪
徳
寺
の
俊
竜
に
、
慶
応
二

年
（
一
八
六
六
）
に
茨
城
県
大
雄
院
の
正
庵
に
、

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
滋
賀
県
清
涼
寺
の
清

拙
（
雪
爪
）
に
随
身
し
た
。
元
治
元
年
（
一
八
六

四
）
に
は
碩
童
よ
り
魯
衷
に
転
師
し
て
お
り
、
慶

応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
魯
衷
の
室
で
嗣
法
し

た
。
三
年
八
月
二
十
日
、
永
平
寺
に
お
い
て
転
衣

し
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
青
松
寺
住
職
と

な
る
。
総
持
寺
監
院
に
も
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
翌

年
に
は
教
導
取
締
の
要
職
に
就
い
た
。
こ
の
頃
に

起
っ
た
永
平
寺
、
總
持
寺
の
両
本
山
分
離
の
抗
争

の
中
に
立
ち
、
宗
門
の
安
定
に
努
め
た
。
三
十
八

年
に
青
松
寺
を
引
退
し
、
四
十
四
年
、
朝
鮮
布
教

総
監
に
赴
任
し
、
大
正
九
年
に
永
平
寺
六
十
七
世

と
な
る
。
著
書
に
『
起
信
論
講
義
』『
金
剛
経
講

義
』『
少
室
六
門
講
義
』『
証
道
歌
講
義
』『
北
野

元
峰
禅
師
法
話
集
』『
禅
道
法
話
集
』
な
ど
が
あ

り
、
昭
和
八
年
十
月
十
九
日
に
九
十
二
歳
で
示
寂

し
た
。（『
仏
教
各
宗
高
僧
品
評
』『
洞
上
高
僧
月

旦
』『
曹
洞
宗
名
鑑
』『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』

『
永
平
元
峰
禅
師
伝
歴
』『
福
田
会
沿
革
略
史
』）

き
た
の‒

り
ょ
う
ど
う　

北
野
良
道

大
正
二
年（
一
九
一
三
）－

平
成
九
年（
一
九

九
七
）

高
島
市
正
伝
寺
二
十
五
世
、
高
島
市
光
明
寺
二
十

五
世
、
大
野
市
宝
慶
寺
五
十
四
世
。
号
は
徹
心
。

大
正
二
年
八
月
二
十
日
に
福
井
県
丹
生
郡
織
田
町

織
田
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
清
水
良

徹
。
駒
澤
大
学
専
門
部
国
漢
科
卒
業
、
永
平
寺
安

居
。
特
派
布
教
師
、
滋
賀
県
宗
務
所
副
所
長
、
永

平
寺
単
頭
、
副
監
院
、
近
畿
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー

統
監
を
務
め
た
。
御
直
末
会
会
長
、
孝
順
会
会
長

な
ど
も
歴
任
し
、
宝
慶
寺
に
専
門
僧
堂
の
許
可
を

得
て
、
堂
長
、
師
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
平
成
九

年
十
二
月
七
日
に
世
寿
八
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。

（『
洞
門
龍
象
要
覧
』『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』「
傘

松
」
第
六
五
一
号
）

き
だ
ま
り‒

か
く
せ
ん　

木
田
餘
鶴
仙

　

－

明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）

岡
崎
市
龍
溪
院
独
住
三
世
、
島
田
市
大
覚
寺
二
十

一
世
。
号
は
春
巌
。
受
業
師
、
本
師
は
大
乗
竺

仙
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
火
災
で
類
焼

し
た
大
覚
寺
の
復
興
に
努
め
た
。
教
導
講
習
院
の

講
師
も
務
め
、『
仏
教
の
真
髄
』『
龍
溪
大
乗
禅
師

語
録
』
な
ど
を
刊
行
し
た
。
明
治
四
十
年
十
一
月

三
十
日
に
五
十
六
歳
で
示
寂
し
た
。（『
天
王
山
大

覚
寺
誌
』『
大
澤
山
龍
溪
院
誌
』）

き
た
み‒

し
ょ
う
ゆ
う　

北
見
正
夫

明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）－

昭
和
五
十
五

年（
一
九
八
〇
）

茨
城
県
北
相
馬
郡
来
見
寺
三
十
世
。
号
は
大
丈
。

明
治
四
十
五
年
一
月
三
十
日
に
生
ま
れ
る
。
本
師

は
北
見
賢
孝
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
總

持
寺
僧
堂
研
究
科
修
了
。
方
面
委
員
、
同
委
員

長
、
郡
副
会
長
、
司
法
保
護
委
員
、
保
護
司
、
同

郡
副
会
長
、
人
権
擁
護
委
員
、
利
根
町
公
民
館

長
、
北
相
馬
郡
特
別
職
報
酬
審
議
会
委
員
長
な
ど

を
務
め
た
。
昭
和
五
十
五
年
八
月
二
十
三
日
に
六

十
八
歳
で
示
寂
し
た
。（『
洞
門
龍
象
要
覧
』『
曹

洞
宗
現
勢
要
覧
』）
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き
た
む
ら‒

だ
い
え
い　

北
村
大
栄

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）－

昭
和
五
十
八

年（
一
九
八
三
）

茅
ヶ
崎
市
善
谷
寺
二
十
世
、
山
梨
県
西
八
代
郡
善

応
寺
十
八
世
。
号
は
真
道
。
明
治
三
十
三
年
一
月

二
十
九
日
に
大
阪
市
福
島
区
浦
江
に
生
ま
れ
る
。

受
業
師
は
規
矩
覚
清
、
本
師
は
高
橋
良
之
。
昭
和

三
年
（
一
九
二
八
）
に
駒
澤
大
学
東
洋
学
科
を
卒

業
。
布
教
師
、
日
曜
学
校
教
科
書
編
纂
委
員
、
世

田
谷
中
学
校
教
諭
、
駒
澤
大
学
講
師
、
教
学
審
議

会
委
員
、
高
松
宮
歌
集
編
纂
係
な
ど
を
務
め
、
東

京
都
日
の
丸
幼
稚
園
を
設
立
し
て
園
長
に
も
就
い

た
。
著
書
に
『
慈
愛
の
母
観
音
さ
ま
』『
お
地
蔵

さ
ま
』『
童
話
絵
話
の
理
論
と
実
際
』『
お
話
の
楽

園
』『
不
滅
の
光
』『
家
庭
禅
話
』『
新
訳
修
証

義
』『
日
の
丸
教
育
美
談
』
な
ど
が
あ
り
、
昭
和

五
十
八
年
六
月
二
日
に
八
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。

（『
洞
門
龍
象
要
覧
』「
傘
松
」
第
四
七
八
号
）

き
た
む
ら‒

り
ょ
う
せ
ん　

北
村
亮
仙

嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）－

大
正
七
年（
一
九

一
八
）

秋
田
県
山
本
郡
長
泉
寺
十
六
世
、
秋
田
県
山
本
郡

自
福
寺
十
四
世
、
秋
田
県
山
本
郡
盛
沢
寺
十
八

世
。
号
は
仏
乗
。
嘉
永
六
年
五
月
十
日
に
能
登
鳳

至
郡
剱
地
村
の
北
村
清
右
衛
門
の
四
男
に
生
ま
れ

る
。
受
業
師
、
本
師
は
葛
蔭
北
仙
。
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
に
自
福
寺
に
第
一
号
曹
洞
教
会
を

結
び
、
自
か
ら
会
長
と
な
っ
た
。
二
十
一
年
に
は

曹
洞
宗
大
学
林
内
の
説
教
講
習
会
の
講
習
員
と

な
っ
た
。
ま
た
、
公
選
議
員
、
二
十
七
年
に
秋
田

県
宗
務
支
局
取
締
と
な
る
。
二
十
一
年
よ
り
二
十

七
年
間
私
塾
（
寺
子
屋
）
を
自
坊
に
設
け
、
高
等

小
学
校
卒
業
生
に
教
授
し
た
。
地
域
に
お
け
る
優

秀
な
人
材
が
こ
こ
か
ら
輩
出
し
て
お
り
、
大
正
七

年
二
月
五
日
に
六
十
六
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞

宗
名
鑑
』「
明
教
新
誌
」
第
四
二
二
、
一
三
六

一
、
二
一
一
七
号
）

き
た
や
ま‒
ぜ
つ
さ
ん　

北
山
絶
三

天
保
八
年（
一
八
三
七
）－

大
正
四
年（
一
九

一
五
）

大
阪
市
太
平
寺
十
六
世
、
金
沢
市
祇
陀
寺
、
鴨
川

市
長
安
寺
、
岐
阜
県
不
破
郡
妙
応
寺
四
十
一
世
。

号
は
無
一
、
雪
灘
。
受
業
師
は
龍
淵
寺
の
宗
麟
、

本
師
は
浄
住
寺
の
文
峰
。
天
保
八
年
十
月
八
日
に

金
沢
市
宗
叔
町
の
中
村
準
作
の
七
男
に
生
ま
れ

る
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
よ
り
美
濃
全
昌
寺

の
清
拙
に
、
六
年
九
月
よ
り
濃
州
禅
幢
寺
の
大
之

に
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
よ
り
総
覚
寺
の
寛

潮
、
永
明
寺
の
百
詢
に
、
安
政
二
年
に
は
龍
泉
寺

の
満
舟
に
、
四
年
に
、
孝
顕
寺
の
應
龍
に
参
随
し

た
。
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
二
月
二
十
五
日
に

祇
陀
寺
の
首
先
住
職
と
な
り
、
明
治
三
年
（
一
八

七
〇
）
九
月
五
日
に
太
平
寺
に
転
住
し
、
五
年
六

月
に
は
大
阪
管
内
説
教
師
と
な
り
、
七
年
五
月
十

五
日
に
大
阪
府
下
一
宗
教
導
取
締
、
八
月
よ
り
大

阪
合
併
（
神
道
・
仏
道
）
中
教
院
事
務
担
当
と
な

り
、
八
年
五
月
ま
で
担
当
し
た
。
八
年
四
月
二
十

四
日
に
大
講
義
に
補
任
さ
れ
た
。
九
年
十
一
月
三

十
日
に
大
阪
府
教
導
取
締
、
十
年
一
月
二
十
六
日

に
大
阪
府
下
総
教
会
講
長
、
十
一
年
六
月
十
一

日
、
永
平
寺
二
代
尊
大
遠
忌
大
書
記
兼
賞
勲
係
、

十
四
年
七
月
十
四
日
に
権
大
教
正
、
十
五
年
六
月

二
十
三
日
に
両
大
本
山
貫
首
よ
り
本
校
建
築
係
、

十
五
年
七
月
十
日
、
護
法
会
設
立
に
付
、
千
葉

県
、
茨
城
県
、
福
島
県
、
宮
城
県
、
秋
田
県
、
山

形
県
、
栃
木
県
の
各
宗
務
支
局
へ
勧
募
法
説
示
の

派
出
、
十
六
年
五
月
七
日
、
護
法
会
係
会
監
（
十
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七
年
三
月
十
五
日
に
は
退
任
）、
曹
洞
宗
宗
務
局

局
務
参
与
、
十
六
年
九
月
十
日
に
永
平
寺
後
董
公

撰
開
票
審
査
参
与
、
十
七
年
三
月
十
五
日
、
永
平

寺
東
京
出
張
所
詰
副
監
院
、
四
月
十
七
日
に
は
長

安
寺
へ
住
職
し
た
。
十
八
年
十
一
月
十
日
に
永
平

寺
詰
副
監
院
、
十
九
年
一
月
二
日
に
は
永
平
寺
詰

監
院
と
な
り
、
二
十
年
二
月
三
日
、
千
葉
県
総
教

会
講
長
、
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日
に
妙
応
寺
へ

転
住
し
た
。
二
十
三
年
三
月
十
五
日
に
は
總
持
寺

東
京
出
張
所
副
監
院
、
二
十
八
年
三
月
六
日
に
は

岐
阜
県
中
学
林
監
理
、
三
十
年
八
月
八
日
に
太
平

寺
に
再
住
職
、
三
十
二
年
九
月
十
八
日
に
は
永
平

寺
吉
祥
講
監
督
、
三
十
三
年
四
月
二
十
五
日
に
は

大
阪
府
第
一
号
曹
洞
宗
務
支
局
教
導
取
締
、
三
十

四
年
一
月
十
日
、
大
阪
府
第
一
号
総
教
会
講
長
、

三
十
五
年
一
月
十
日
に
大
阪
府
第
一
曹
洞
宗
務
支

局
取
締
心
得
、
三
十
六
年
一
月
二
十
四
日
に
曹
洞

宗
師
家
、
三
十
七
年
七
月
十
五
日
に
曹
洞
宗
宗
議

会
特
選
議
員
、
四
十
年
七
月
十
五
日
に
曹
洞
宗
宗

議
会
特
選
議
員
、
四
十
一
年
九
月
十
六
日
に
太
平

寺
を
依
願
退
董
し
、
十
二
月
十
四
日
に
は
広
島
市

国
泰
寺
認
可
僧
堂
の
師
家
と
な
っ
た
。
四
十
三
年

十
月
十
九
日
に
は
太
平
寺
の
再
三
住
職
に
就
き
、

大
正
二
年
七
月
二
十
六
日
に
は
特
殊
功
績
に
よ
り

随
意
会
地
に
昇
等
し
、
両
大
本
山
貫
首
よ
り
法
幢

資
本
金
壱
百
円
を
下
附
さ
れ
た
。
大
正
四
年
二
月

二
十
二
日
に
七
十
九
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗

名
鑑
』『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』『
洞
上
高
僧
月

旦
』『
美
濃
国
今
須
妙
応
寺
史
』「
太
平
禅
寺
歴
住
履

歴
書
」）

き
づ‒

そ
が
く　

木
津
祖
岳

嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）－

大
正
十
一
年（
一

九
二
二
）

本
宮
市
石
雲
寺
二
十
七
世
、
郡
山
市
飯
盛
寺
、
郡

山
市
徳
成
寺
、
本
宮
市
龍
伝
寺
。
号
は
大
雲
、
大

運
。
嘉
永
三
年
十
月
十
日
に
新
潟
県
東
蒲
原
に
生

ま
れ
る
（
一
説
・
福
島
県
本
宮
）。
受
業
師
、
本

師
は
木
津
忠
光
。
桂
孝
道
、
瀧
澤
古
芳
に
参
随
し

た
。
新
津
市
の
正
法
寺
に
安
居
。
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
夏
初
会
結
制
修
行
、
十
四
年
三

月
、
永
平
寺
で
転
衣
、
三
十
一
年
十
二
月
に
石
雲

寺
へ
転
住
し
支
局
副
取
締
に
任
命
さ
れ
、
監
事
、

地
方
布
教
部
委
員
長
、
宗
会
議
員
な
ど
を
歴
任
す

る
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の
宗
議
会
に
は
副

議
長
に
選
ば
れ
、
福
島
県
下
各
宗
慈
善
会
の
幹
部

と
し
て
公
共
事
業
に
尽
力
し
た
。
大
正
十
一
年
十

二
月
八
日
に
七
十
三
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗

名
鑑
』『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』）

き
づ‒

ち
ゅ
う
こ
う　

木
津
忠
光

文
政
三
年（
一
八
二
〇
）－

明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
八
）

本
宮
市
石
雲
寺
二
十
六
世
、
本
宮
市
大
泉
寺
二
十

七
世
。
号
は
戒
庵
。
新
潟
県
新
津
市
に
生
ま
れ

る
。
本
師
は
円
応
道
融
。
新
潟
市
大
栄
寺
に
安

居
、
明
治
三
十
一
年
八
月
十
五
日
に
示
寂
し
た
。

き
っ
か
わ‒

え
つ
じ
ょ
う　

吉
川
悦
乗

　

－

明
治
二
十
八
年（
一
八
九
五
）

阿
賀
野
市
長
福
寺
二
十
五
世
。
号
は
大
信
。
新
潟

県
三
条
市
上
ノ
原
の
吉
川
甚
平
の
子
に
生
ま
れ

る
。
受
業
師
、
本
師
は
大
庵
仙
明
。
曹
洞
宗
同
盟

会
第
十
九
番
議
員
を
務
め
て
お
り
、
明
治
二
十
六

年
（
一
八
九
三
）
に
は
本
堂
、
二
十
七
年
に
庫
裡

を
再
建
し
た
。
二
十
八
年
十
一
月
十
八
日
に
五
十

六
歳
で
示
寂
し
た
。
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き
っ
か
わ‒

え
つ
り
ゅ
う　

吉
川
悦
隆

明
治
五
年（
一
八
七
二
）－

昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）

阿
賀
野
市
長
福
寺
二
十
七
世
、
村
上
市
大
智
院
十

五
世
、
矢
板
市
鏡
山
寺
二
十
六
世
、
新
潟
市
長
安

寺
十
八
世
、
東
京
都
勝
興
寺
二
十
六
世
、
五
泉
市

便
住
寺
十
七
世
、
新
潟
市
正
禅
寺
開
山
、
新
潟
市

光
明
寺
開
山
。
号
は
大
庵
（
安
）。
明
治
五
年
十

月
八
日
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
吉
川
悦
乗
。
明
治

三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
よ
り
大
正
四
年
（
一
九

一
五
）
ま
で
宗
務
院
書
記
、
部
長
及
び
総
務
秘

書
、
七
年
に
は
宗
会
議
員
、
昭
和
二
年
（
一
九
二

七
）
に
庶
務
部
主
事
、
六
年
よ
り
九
年
ま
で
庶
務

部
長
、
財
務
部
長
、
十
五
年
に
総
務
、
寺
院
等
級

査
定
会
委
員
、
宗
憲
改
正
特
別
審
議
会
委
員
長
、

法
式
改
良
審
議
会
委
員
長
、
仏
教
連
合
会
理
事
、

駒
澤
大
学
理
事
長
、
宗
務
院
宗
機
顧
問
所
長
、
六

年
以
来
、
總
持
寺
出
張
所
副
監
院
、
同
監
院
事
務

取
扱
、
同
監
院
、
總
持
寺
顧
問
、
十
九
年
四
月
に

總
持
寺
顧
問
会
副
議
長
、
同
議
長
、
永
平
寺
大
遠

忌
顧
問
な
ど
を
務
め
た
。
栗
山
泰
音
に
三
十
八
年

間
随
身
し
て
お
り
、
十
四
年
四
月
に
は
『
栗
山
禅

師
自
適
集
』
を
編
集
し
刊
行
し
た
。
二
十
八
年
九

月
二
十
日
に
八
十
二
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。（『
栗

山
禅
師
自
適
集
』『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』「
曹
洞
宗

報
」
第
二
二
二
号
）

き
っ
か
わ‒

か
っ
そ
う　

吉
川
活
宗

　

－

明
治
六
年（
一
八
七
三
）

焼
津
市
林
叟
院
二
十
九
世
、
静
岡
市
法
幢
寺
十
八

世
、
伊
豆
市
光
月
院
十
三
世
、
牧
之
原
市
石
雲

院
。
号
は
愚
門
。
静
岡
県
榛
原
郡
藤
守
の
吉
川
万

六
の
五
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
祖
海

徹
宗
。
明
治
六
年
十
二
月
二
日
に
示
寂
し
た
。

（「
林
叟
院
住
山
記
」）

き
っ
か
わ‒

し
ょ
う
じ
ゅ
ん　

吉
川
彰
準

明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
）－

平
成
五
年

（
一
九
九
三
）

浅
口
市
法
林
寺
、
浅
口
市
長
川
寺
三
十
世
、
井
原

市
永
祥
寺
。
号
は
規
道
。
明
治
三
十
七
年
五
月
十

七
日
に
岡
山
県
浅
口
郡
鴨
方
町
深
田
の
吉
川
静
陽

の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
英
克

成
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
私
立
金
光
中

学
校
を
卒
業
、
瑞
応
寺
僧
堂
に
安
居
、
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
に
總
持
寺
に
安
居
、
岡
山
県
第
一

教
区
長
、
宗
務
所
教
化
主
事
な
ど
に
就
き
、
民
生

委
員
、
保
護
司
、
調
停
委
員
な
ど
を
歴
任
す
る
。

ま
た
、
良
寛
の
研
究
に
尽
力
し
、
全
国
良
寛
会
顧

問
も
務
め
て
い
る
。
著
作
に
『
良
寛
修
行
と
玉

島
』『
良
寛
雑
話
集
』『
良
寛
の
世
界
』
や
良
寛
、

玄
透
に
関
す
る
研
究
論
集
な
ど
が
あ
り
、
良
寛
の

研
究
に
尽
力
し
た
。
平
成
五
年
九
月
十
一
日
に
九

十
歳
で
示
寂
し
た
。（『
洞
門
龍
象
要
覧
』『
曹
洞

宗
現
勢
要
覧
』「
歴
住
世
代
帳
」「
過
去
帳
」「
傘

松
」
第
六
〇
二
号
）

き
っ
し
ゅ
う‒

し
ょ
う
し
ん　

吉
州
正
信

大
正
六
年（
一
九
一
七
）－

平
成
四
年（
一
九

九
二
）

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
正
明
寺
二
十
世
、
川
越
市
蓮
光

寺
二
十
八
世
。
号
は
皓
道
。
大
正
六
年
七
月
五
日

に
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
の
吉
州
棟
運
の
長
男

に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
小
川
道
悟
。
昭

和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
三
月
十
日
に
駒
澤
大
学

専
仏
科
を
卒
業
、
四
月
か
ら
十
月
ま
で
永
平
寺
に

安
居
、
二
十
二
年
四
月
三
十
日
に
豊
岡
村
議
会
副

議
長
、
二
十
八
年
五
月
一
日
に
豊
岡
村
議
会
議

長
、
三
十
年
四
月
一
日
よ
り
泉
村
議
会
副
議
長
、
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三
十
四
年
九
月
十
一
日
に
杉
戸
町
議
会
議
員
、
九

月
十
九
日
、
杉
戸
町
議
会
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
、
三
十
六
年
九
月
二
十
七
日
に
杉
戸
町
議

会
副
議
長
、
四
十
二
年
五
月
二
十
六
日
に
は
杉
戸

町
議
会
議
長
、
四
十
六
年
九
月
十
七
日
に
幸
手
町

外
三
ヶ
町
衛
生
組
合
議
員
に
な
る
。
そ
の
他
、
昭

和
三
十
七
年
十
月
四
日
に
は
杉
戸
町
民
生
委
員
推

薦
会
委
員
長
、
三
十
九
年
十
一
月
五
日
に
杉
戸
町

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
、
四
十
八

年
四
月
一
日
に
杉
戸
町
献
血
推
進
協
議
会
会
長
、

六
十
三
年
十
月
一
日
、
杉
戸
町
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
会
長
を
始
め
、
昭
和
三
十
七
年
五
月
に
は
杉

戸
町
立
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
杉
戸
町
内
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
会
長
、
四
十
年
五
月
、
埼
玉
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
理
事
な
ど
も
務
め
た
。
六
十
年
七
月
十
日

に
蓮
光
寺
住
職
と
な
り
、
平
成
四
年
九
月
二
十
九

日
に
七
十
五
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要

覧
』「
傘
松
」
第
五
九
一
号
）

き
っ
し
ゅ
う‒

か
ん
り
ゅ
う　

吉
州
觀
隆

　
－

大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）

熊
谷
市
香
林
寺
十
六
世
、
熊
谷
市
常
楽
寺
十
七

世
。
号
は
瑞
翁
。
大
正
十
一
年
六
月
二
十
五
日
に

八
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。

き
ど
う‒

そ
は
く　

其
道
素
白

弘
化
二
年（
一
八
四
五
）－
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）

伊
賀
市
十
念
寺
八
世
、
伊
賀
市
広
禅
寺
三
十
三

世
、
上
野
市
見
徳
寺
二
世
、
上
野
市
高
徳
寺
六

世
、
津
市
長
徳
寺
開
山
。
号
は
月
堂
。
弘
化
二
年

四
月
八
日
に
三
重
県
阿
山
郡
伊
賀
町
柘
植
町
の
濱

地
一
清
の
子
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
一
相
圓

成
、
本
師
は
武
内
尚
寛
。
万
延
元
年
（
一
八
六

〇
）
三
月
二
十
日
に
津
市
四
天
王
寺
に
安
居
、
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
正
月
よ
り
明
治
元
年
（
一

八
六
八
）
九
月
ま
で
宇
治
市
興
聖
寺
に
安
居
、
二

年
よ
り
五
年
ま
で
金
沢
市
天
徳
院
に
安
居
。
三
十

一
年
十
二
月
に
三
重
県
第
一
号
宗
務
支
局
詰
と
な

り
、
三
十
二
年
二
月
に
三
重
県
第
一
号
宗
務
支
局

副
取
締
、
四
十
年
三
月
に
は
三
重
県
曹
洞
宗
第
一

宗
務
所
長
を
務
め
た
。
明
治
四
十
四
年
三
月
二
十

五
日
に
六
十
六
歳
で
示
寂
し
た
。

き
ど
う‒

だ
い
し
ん　

機
道
太
心

嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）－

昭
和
二
年（
一
九

二
七
）

市
原
市
金
光
寺
十
一
世
、
市
原
市
福
寿
寺
、
市
原

市
西
光
寺
十
九
世
、
い
す
み
市
成
就
院
二
十
世
、

富
津
市
善
福
寺
二
十
五
世
、
市
原
市
大
通
寺
七
十

四
世
。
嘉
永
二
年
三
月
二
十
八
日
に
千
葉
県
市
原

郡
白
鳥
村
朝
生
原
の
岩
佐
又
左
衛
門
の
五
男
に
生

ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
勝
山
機
外
。
三
歳
に

し
て
千
葉
県
夷
隅
郡
古
沢
村
の
善
福
寺
の
機
外
に

就
て
沙
弥
と
な
る
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
夏

同
寺
機
外
の
初
会
に
入
衆
、
五
年
七
月
ま
で
機
外

に
随
侍
し
た
。
続
い
て
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）

ま
で
君
津
郡
馬
来
田
村
の
真
如
寺
大
道
に
随
侍
、

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
夏
、
市
原
郡
月
崎
村
の

永
昌
寺
卍
道
の
初
会
に
て
立
職
、
同
年
よ
り
五
年

八
月
ま
で
、
国
府
台
総
寧
寺
の
服
部
元
良
に
随

侍
、
六
年
よ
り
十
二
年
ま
で
我
孫
子
町
正
泉
寺
の

服
部
俊
童
に
随
侍
、
千
葉
中
教
院
専
門
支
校
を
卒

業
。
明
治
元
年
七
月
に
機
外
の
室
に
入
て
嗣
法
、

五
年
七
月
、
教
導
職
試
補
、
九
月
権
訓
導
、
七
年

三
月
訓
導
、
八
年
少
講
義
、
同
年
の
五
月
中
教
院

試
験
係
、
千
葉
中
教
院
洞
済
二
宗
事
務
取
扱
、
宗

議
会
議
員
、
十
五
年
よ
り
十
七
年
ま
で
千
葉
専
門

支
校
句
読
師
兼
学
監
、
二
十
四
年
千
葉
、
茨
城
、
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栃
木
三
県
連
合
中
学
林
寮
監
、
三
十
九
年
九
月
、

千
葉
県
小
学
林
学
監
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

一
月
、
千
葉
県
第
三
宗
務
所
長
に
就
く
。
昭
和
二

年
七
月
八
日
に
七
十
六
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞

宗
名
鑑
』「
過
去
帳
」）

き
の
し
た‒

ぎ
ん
し
ょ
う　

木
下
吟
嘯

明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）－

昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
）

東
京
都
摠
禅
寺
三
十
世
。
号
は
一
龍
。
明
治
三
十

一
年
二
月
十
一
日
に
東
京
浅
草
橋
場
の
木
下
吟
龍

の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
木
下
吟
龍
、
本

師
は
大
石
観
法
。
宇
治
の
興
聖
寺
に
安
居
。
昭
和

十
一
年
四
月
十
八
日
に
三
十
九
歳
で
示
寂
し
た
。

き
の
し
た‒

ぎ
ん
り
ゅ
う　

木
下
吟
龍

安
政
六
年（
一
八
五
九
）－

東
京
都
福
寿
院
、
東
京
都
摠
禅
寺
二
十
九
世
、
東

京
都
総
泉
寺
四
十
二
世
。
号
は
起
雲
。
安
政
六
年

一
月
二
十
四
日
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は

千
葉
俊
機
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
七
月
よ
り

能
仁
柏
巌
に
随
侍
し
た
。
十
五
年
四
月
に
曹
洞
宗

大
学
林
に
入
学
し
卒
業
。
十
七
年
に
は
総
泉
寺
で

立
職
し
、
十
八
年
三
月
十
五
日
に
千
葉
俊
機
の
室

に
投
じ
て
嗣
法
す
る
。
九
月
に
は
總
持
寺
に
安

居
、
十
九
年
二
月
よ
り
永
平
寺
に
安
居
し
、
二
十

年
に
は
東
京
府
の
曹
洞
宗
専
門
支
校
の
教
師
と
な

り
、
二
十
二
年
に
は
福
寿
院
に
首
先
住
職
し
た
。

二
十
三
年
九
月
に
は
総
泉
寺
へ
転
住
し
、
二
十
七

年
に
東
京
府
下
曹
洞
宗
務
支
局
の
教
導
副
取
締
に

任
ぜ
ら
れ
た
が
、
ま
も
な
く
辞
職
し
た
。
二
十
九

年
九
月
に
は
曹
洞
宗
第
四
項
議
会
議
員
に
推
挙
さ

れ
、
三
十
一
年
十
二
月
に
は
曹
洞
宗
紀
綱
寮
司
に

選
ば
れ
た
。
曹
洞
宗
の
雄
弁
家
の
一
人
に
数
え
ら

れ
る
。（「
明
教
新
誌
」
第
四
二
八
〇
号
『
洞
上
高

僧
月
旦
』）

き
の
し
た‒

ど
う
せ
ん　

木
下
道
仙

　

－

大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）

輪
島
市
光
現
寺
二
十
三
世
、
石
川
県
鳳
至
郡
蔵
福

院
二
十
世
、
珠
洲
市
金
峰
寺
三
十
五
世
、
金
沢
市

浄
住
寺
四
十
三
世
、
木
更
津
市
真
如
寺
四
十
三

世
。
号
は
竹
裔
。
能
州
に
生
ま
れ
る
。
木
下
道
海

に
参
随
し
、
曹
洞
宗
両
本
山
布
教
師
、
千
葉
県
第

五
宗
務
所
長
、
石
川
県
専
門
支
校
学
監
を
務
め

る
。
大
正
十
五
年
三
月
一
日
に
示
寂
し
た
。（『
當

山
歴
住
示
寂
年
譜
』「
明
教
新
誌
」
第
二
一
六
九

号
）

き
ふ
ね‒

ぜ
ん
の
う　

木
船
全
能

明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）－

昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）

大
田
市
慶
福
寺
十
九
世
。
号
は
無
学
。
明
治
三
十

年
十
一
月
一
日
に
島
根
県
郁
智
郡
三
原
村
に
生
ま

れ
る
。
早
稲
田
大
学
哲
学
科
卒
業
、
宗
議
会
議

員
、
庶
務
部
長
、
世
界
宗
教
融
合
和
一
運
動
主

幹
、
ほ
ほ
え
み
会
全
国
本
部
長
を
務
め
る
。
昭
和

四
十
二
年
九
月
二
十
九
日
に
示
寂
し
た
。（『
洞
門

龍
象
要
覧
』）

き
ふ
ね‒

り
ょ
う
し
ゅ
う　

木
船
良
秀

明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）－

昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）

岐
阜
県
不
破
郡
妙
応
寺
四
十
五
世
、
金
沢
市
広
昌

寺
、
大
阪
市
興
福
寺
、
米
原
市
西
福
寺
二
十
九

世
。
号
は
天
海
。
明
治
十
八
年
九
月
十
一
日
に
金

沢
市
石
坂
町
の
木
船
互
の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
幼

少
は
雄
豊
と
称
し
た
。
受
業
師
は
朝
耕
田
、
本
師

は
北
山
絶
三
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
よ
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り
三
十
六
年
ま
で
大
乗
寺
に
安
居
、
三
十
七
年
よ

り
四
十
年
ま
で
妙
応
寺
と
名
古
屋
市
安
斎
院
に
安

居
し
た
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
は
管
内
布

教
師
、
十
二
年
か
ら
妙
応
寺
僧
堂
准
師
家
、
十
二

年
に
教
区
長
と
な
る
。
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
二

十
一
日
に
七
十
八
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現

勢
要
覧
』『
洞
門
龍
象
要
覧
』『
今
須
美
濃
国
妙
応
寺

史
』）

き
ま
た‒

た
い
こ
う　

木
全
大
孝

明
治
二
十
八
年（
一
八
九
五
）－

昭
和
三
十
六

年（
一
九
六
一
）

浜
松
市
大
厳
寺
七
世
、
浜
松
市
太
月
寺
八
世
、
浜

松
市
瑞
生
寺
六
世
。
号
は
絶
学
。
明
治
二
十
八
年

三
月
二
十
九
日
に
愛
知
県
稲
沢
市
下
津
の
木
全
家

に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
谷
沢
孝
道
。
名

古
屋
市
の
円
通
寺
に
安
居
し
、
陸
鉞
巌
に
参
随
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
日
本
大
学
宗
教
科
専

修
を
修
了
、
宗
議
会
議
員
、
東
海
布
教
管
理
統

管
、
静
岡
県
仏
教
会
会
長
、
十
三
年
に
は
大
厳
寺

住
職
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
浜
松
市
仏

教
養
老
院
理
事
、
六
年
に
は
財
団
法
人
遠
州
仏
教

積
善
会
理
事
、
九
年
に
は
浜
松
市
社
会
教
育
委

員
、
十
一
年
に
は
静
岡
県
方
面
委
員
、
十
三
年
に

静
岡
県
保
護
観
察
所
保
護
司
、
翌
年
に
は
司
法
保

護
委
員
、
十
七
年
に
は
浜
松
市
議
会
議
員
、
翌
年

に
は
浜
松
仏
教
養
老
院
長
に
な
る
。
二
十
一
年
に

浜
松
区
成
人
保
護
司
会
長
、
浜
松
教
養
護
院
長
、

浜
松
市
民
生
委
員
推
薦
委
員
長
、
財
団
法
人
遠
州

仏
教
積
善
会
長
に
就
任
し
た
。
同
年
十
二
月
に
は

浜
松
市
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
光
音
寮
」
を
設

立
、
二
十
二
年
浜
松
市
議
会
議
長
、
同
市
の
社
会

事
業
共
同
募
金
会
委
員
長
を
務
め
た
。
二
十
五

年
、
西
遠
地
方
青
少
年
問
題
対
策
協
議
会
委
員

長
、
翌
年
に
は
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
顧
問
、

浜
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
、
二
十
七
年
六

月
に
は
浜
松
に
更
生
施
設
「
慈
照
園
」
を
設
立
し

た
。
三
十
年
、
浜
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
に
就

任
、
三
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日
に
六
十
六
歳
で

示
寂
し
た
。（『
洞
門
龍
象
要
覧
』『
静
岡
人
物

誌
』『
社
会
福
祉
の
先
覚
者
シ
リ
ー
ズ
』
№
７
）

き
み
こ
う
べ‒

け
い
し
ゅ
う　

喜
美
候
部
継
宗

大
正
四
年（
一
九
一
五
）－

平
成
十
二
年（
二

〇
〇
〇
）

東
京
都
青
松
寺
四
十
五
世
、
高
崎
市
龍
広
寺
二
十

七
世
、
高
崎
市
長
年
寺
四
十
三
世
。
号
は
覚
堂
。

大
正
四
年
六
月
二
十
五
日
に
高
崎
市
若
松
町
に
生

ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
喜
美
候
部
省
吾
。
昭

和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
慶
応
義
塾
大
学
法
学

部
法
律
学
科
を
卒
業
、
十
一
年
に
龍
広
寺
に
首
先

住
職
す
る
。
二
十
一
年
に
青
松
寺
僧
堂
に
安
居
、

二
十
六
年
に
は
長
年
寺
に
転
住
、
四
十
六
年
に
青

松
寺
の
住
職
に
就
任
し
た
。
五
十
九
年
に
は
永
平

寺
顧
問
、
六
十
一
年
に
は
永
平
寺
東
京
別
院
監

院
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
は
永
平
寺
別
院

長
谷
寺
僧
堂
准
師
家
に
就
任
、
三
年
に
曹
洞
宗
師

家
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
八
年
九
月
に
は
永
平
寺
副
貫

首
に
就
任
し
、
長
谷
寺
専
門
僧
堂
堂
長
に
も
就
い

た
。
そ
の
他
、
駒
澤
大
学
評
議
員
、
東
京
同
真
会

長
、
関
東
同
真
会
長
、
宗
務
庁
経
歴
調
査
会
特
別

審
査
会
委
員
、
駒
澤
大
学
寄
付
行
為
改
定
検
討
委

員
会
委
員
、
青
松
幼
稚
園
長
、
駒
澤
大
学
野
球
部

後
援
会
長
な
ど
も
務
め
た
。
平
成
十
二
年
六
月
二

十
一
日
に
八
十
五
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現

勢
要
覧
』「
傘
松
」
第
六
八
二
号
）

き
み
こ
う
べ‒

し
ょ
う
じ　

喜
美
候
部
正
志

昭
和
七
年（
一
九
三
二
）－

平
成
十
一
年（
一
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九
九
九
）

高
崎
市
長
年
寺
四
十
四
世
、
高
崎
市
龍
門
寺
二
十

七
世
。
号
は
覚
天
。
昭
和
七
年
十
一
月
二
十
五
日

に
群
馬
県
高
崎
市
箕
郷
町
東
明
屋
の
喜
美
候
部
謙

正
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は

喜
美
候
部
省
吾
。
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

三
月
に
群
馬
県
立
高
崎
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
四

月
よ
り
三
十
年
三
月
ま
で
青
松
寺
専
門
僧
堂
に
安

居
し
な
が
ら
三
十
年
三
月
に
駒
澤
大
学
仏
教
学
部

仏
教
学
科
を
卒
業
。
三
十
年
四
月
よ
り
四
十
六
年

四
月
ま
で
群
馬
県
公
立
小
中
学
校
の
教
員
に
就

任
、
三
十
年
九
月
一
日
に
龍
門
寺
住
職
、
四
十
八

年
三
月
十
二
日
に
は
長
年
寺
住
職
、
四
月
に
は
榛

名
愛
育
幼
稚
園
園
長
に
就
任
し
た
。
五
十
四
年
四

月
よ
り
平
成
二
年
三
月
ま
で
群
馬
県
私
立
幼
稚
園

協
会
理
事
に
就
い
て
お
り
、
五
十
六
年
三
月
に
は

榛
名
愛
育
幼
稚
園
新
園
舎
落
成
並
び
に
学
校
法
人

長
年
寺
学
園
を
設
立
し
て
理
事
長
に
就
任
す
る
。

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
五
月
二
十
二
日
に
は
曹

洞
宗
宗
議
会
議
員
に
当
選
す
る
。
ま
た
、
新
境
内

墓
地
「
陽
光
苑
」
を
落
成
す
る
な
ど
し
て
十
一
年

七
月
二
十
六
日
に
六
十
八
歳
で
示
寂
し
た
。（『
面

山
和
尚
法
孫
系
譜
』「
傘
松
」
第
六
七
二
号
、「
本

葬
儀
栞
」）

き
み
こ
う
べ‒

せ
い
ご　

喜
美
候
部
省
吾

明
治
二
十
九
年（
一
八
九
六
）－

昭
和
三
十
七

年（
一
九
六
二
）

東
京
都
青
松
寺
四
十
三
世
、
高
崎
市
龍
広
寺
二
十

五
世
、
高
崎
市
長
年
寺
四
十
二
世
。
号
は
銕
肝
。

明
治
二
十
九
年
二
月
三
日
に
群
馬
県
高
崎
市
若
松

町
の
喜
美
候
部
家
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師

は
佐
藤
銕
額
、
北
野
元
峰
に
随
身
す
る
。
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）
に
群
馬
県
高
崎
中
学
を
卒
業
、

第
一
中
学
林
補
習
科
卒
業
。
大
正
十
一
年
に
は
慶

応
義
塾
大
学
文
学
部
を
卒
業
。
昭
和
二
年
（
一
九

二
七
）
に
群
馬
県
長
年
寺
に
首
先
住
職
し
て
以

来
、
龍
広
寺
を
兼
務
、
二
十
三
年
に
は
青
松
寺
に

住
職
し
、
長
年
寺
、
龍
広
寺
を
兼
務
し
た
。
十
六

年
八
月
に
は
群
馬
県
宗
務
所
長
、
二
十
一
年
四
月

に
は
宗
議
会
議
員
と
な
り
、
青
松
寺
専
門
僧
堂
の

堂
長
、
準
師
家
も
務
め
た
。
三
十
七
年
六
月
二
十

七
日
に
六
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢

要
覧
』「
傘
松
」
第
二
八
〇
号
）

き
む
ら‒

し
か
い　

木
村
資
契

明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）－

昭
和
六
十
二

年（
一
九
八
七
）

山
梨
県
東
山
梨
郡
高
雲
寺
、
山
口
市
臨
川
寺
、
萩

市
海
潮
寺
四
十
世
。
号
は
高
雲
。
明
治
四
十
二
年

一
月
二
日
に
熊
本
県
天
草
郡
に
生
ま
れ
る
。
受
業

師
は
渡
辺
規
契
、
本
師
は
木
村
隆
法
。
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
に
駒
澤
大
学
仏
教
科
を
卒
業
し
永

平
寺
、
總
持
寺
に
安
居
。
同
年
に
島
根
県
永
明
寺

認
可
禅
林
講
師
を
拝
命
し
、
山
梨
県
山
梨
郡
高
雲

寺
に
首
先
住
職
し
た
。
十
三
年
に
山
口
市
の
臨
川

寺
へ
転
住
、
十
六
年
に
は
満
州
国
駐
在
開
教
師
を

拝
命
、
二
十
七
年
に
は
萩
市
の
海
潮
寺
へ
転
住
、

四
十
九
年
に
は
總
持
寺
大
遠
忌
の
授
戒
会
で
引
請

師
、
焼
香
師
を
拝
命
、
五
十
六
年
よ
り
五
十
八
年

ま
で
萩
市
仏
教
団
長
を
務
め
た
。
海
潮
寺
の
客
殿

を
改
築
し
、
六
十
二
年
三
月
十
三
日
に
七
十
九
歳

で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』『
海
潮
寺

開
山
歴
住
伝
譜
』）

き
む
ら‒

し
ゅ
う
け
ん　

木
村
秀
憲

大
正
八
年（
一
九
一
九
）－

平
成
七
年（
一
九

九
五
）



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
64
巻
第
２
号

164

69

大
崎
市
瑞
川
寺
三
十
三
世
。
大
正
八
年
一
月
二
日

に
宮
城
県
古
川
市
三
日
町
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は

木
村
智
秀
。
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
卒

業
。
永
平
寺
に
特
別
安
居
し
、
昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）
に
は
瑞
川
寺
に
梅
花
講
を
結
成
し

た
。
宮
城
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
や
永
平
寺
高
祖
大

師
報
恩
授
戒
会
焼
香
師
を
務
め
た
。
平
成
七
年
六

月
十
日
に
七
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現

勢
要
覧
』「
傘
松
」
第
六
二
二
号
）

き
む
ら‒

し
ょ
う
は
ん　

木
村
正
範

明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）－

昭
和
五
十
八

年（
一
九
八
三
）

名
古
屋
市
陽
秀
院
十
五
世
、
名
古
屋
市
善
光
寺
五

世
、
京
都
府
船
井
郡
千
峰
寺
十
世
。
号
は
義
海
。

明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
に
名
古
屋
市
に

生
ま
れ
る
。
本
師
は
橘
宗
範
。
大
正
十
年
（
一
九

二
一
）
に
曹
洞
宗
第
三
中
学
林
を
卒
業
し
て
い

る
。
永
平
寺
名
古
屋
別
院
監
院
、
教
区
長
、
永
平

寺
参
与
、
道
交
会
愛
知
第
一
副
支
部
長
、
名
古
屋

市
中
区
仏
教
会
長
、
名
古
屋
市
仏
教
会
長
、
愛
知

県
仏
教
会
長
な
ど
を
務
め
、
名
古
屋
の
仏
教
活
動

に
努
め
た
。
そ
の
他
、
保
護
司
、
中
区
少
年
補
導

委
員
な
ど
に
も
就
い
た
。
昭
和
五
十
八
年
七
月
二

日
に
世
寿
八
十
歳
で
示
寂
し
た
。（『
洞
門
龍
象
要

覧
』「
傘
松
」
第
四
七
九
号
）

き
む
ら‒

せ
い
か
ん　

木
村
淸
鑑

明
治
十
三
年（
一
八
八
〇
）－

昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）

北
海
道
久
遠
郡
延
命
寺
六
世
、
北
名
古
屋
市
霊
松

寺
十
三
世
、
北
海
道
奥
尻
郡
乾
清
寺
三
世
、
北
海

道
久
遠
郡
大
法
寺
開
山
、
北
海
道
北
斗
市
七
宝
寺

勧
請
二
世
。
号
は
大
臨
。
明
治
十
三
年
八
月
十
日

に
愛
知
県
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
確
天

良
重
。
大
本
山
布
教
師
伊
藤
俊
道
に
参
随
す
る
。

愛
知
県
よ
り
単
身
に
て
来
道
し
、
布
教
に
尽
し
て

新
寺
を
建
立
し
た
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に

曹
洞
宗
道
会
議
員
と
な
り
、
十
三
年
に
は
北
海
道

第
一
曹
洞
宗
務
所
長
に
就
き
、
そ
の
後
、
鉱
山
布

教
師
、
教
育
委
員
、
司
法
保
護
連
盟
会
長
、
瀬
棚

公
安
委
員
長
を
務
め
た
。
昭
和
十
五
年
七
月
に
は

泰
慧
昭
禅
師
を
拝
請
し
て
授
戒
会
を
修
行
し
、
皇

紀
二
六
〇
〇
年
曹
洞
宗
記
念
賞
を
受
け
る
。
司
法

大
臣
、
法
務
総
裁
よ
り
感
謝
状
を
受
け
て
い
る
。

昭
和
三
十
四
年
一
月
二
十
一
日
に
八
十
歳
で
示
寂

し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』）

き
む
ら‒

だ
い
き　

木
村
大
亀

明
治
二
年（
一
八
六
九
）－

大
正
九
年（
一
九

二
〇
）

大
崎
市
瑞
川
寺
三
十
一
世
。
号
は
壽
山
。
明
治
二

年
八
月
二
十
一
日
に
宮
城
県
登
米
郡
桜
場
の
大
場

隆
覚
の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
後
に
祖
父
の
木
村
隆

禅
の
養
子
と
な
る
。
受
業
師
は
大
場
隆
覚
、
本
師

は
木
村
隆
禅
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に

仙
台
沙
弥
校
教
授
と
な
り
、
三
十
五
年
に
宮
城
県

刑
務
所
監
獄
布
教
師
と
な
り
、
続
い
て
宮
城
監
獄

古
川
分
監
教
誨
師
、
宮
城
県
出
獄
人
保
護
会
幹
事

と
し
て
更
生
事
業
に
身
を
尽
く
す
。
明
治
中
期
の

両
本
山
分
離
問
題
に
は
松
音
寺
の
木
村
文
明
と
と

も
に
非
分
離
に
尽
し
た
。
大
正
九
年
五
月
二
十
九

日
に
五
十
二
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』

『
釋
南
崖
祖
翁
詩
偈
遺
集
』）

き
む
ら‒

た
い
け
ん　

木
村
泰
賢

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
）－

昭
和
五
年（
一

九
三
〇
）

八
幡
平
市
東
慈
寺
二
十
世
。
明
治
十
四
年
八
月
十
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一
日
に
岩
手
県
岩
手
郡
田
頭
村
の
木
村
亀
治
の
二

男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
村
山
実

定
。
明
治
三
十
四
年
に
私
立
青
山
学
院
中
学
部
を

卒
業
、
三
十
六
年
に
曹
洞
宗
大
学
林
を
卒
業
し
、

四
十
二
年
に
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科

を
卒
業
し
た
。
成
績
優
秀
に
て
恩
賜
の
銀
時
計
を

受
け
、
東
京
帝
国
大
学
特
選
給
費
生
を
命
ぜ
ら
れ

て
大
学
院
に
入
り
、
イ
ン
ド
哲
学
を
学
ぶ
。
東
京

帝
国
大
学
講
師
、
曹
洞
宗
大
学
講
師
、
東
洋
大

学
、
慶
応
義
塾
大
学
な
ど
か
ら
も
請
さ
れ
る
。
三

十
七
年
二
月
に
は
日
露
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
五

月
、
第
八
師
団
に
陸
軍
二
等
看
護
卒
と
し
て
充
員

召
集
さ
れ
、
満
州
に
出
征
し
て
第
三
野
戦
病
院
に

勤
務
し
た
。
し
か
し
、
戦
地
で
の
不
慣
れ
な
軍
務

の
た
め
体
を
壊
し
て
チ
フ
ス
に
か
か
り
、
数
十
日

間
も
病
の
床
に
伏
し
た
。
大
正
三
年
（
一
九
一

四
）
十
月
、
最
初
の
著
作
と
し
て
恩
師
の
高
楠
順

次
郎
と
共
著
『
印
度
哲
学
宗
教
史
』
を
刊
行
し

た
。
四
年
五
月
に
は
高
楠
博
士
校
閲
の
も
と
に

『
印
度
六
派
哲
学
』
を
刊
行
、
五
年
六
月
、
本
書

に
対
し
て
帝
国
学
士
院
か
ら
恩
賜
賞
が
授
与
さ
れ

た
。
八
年
七
月
か
ら
満
二
年
間
、
印
度
哲
学
研
究

の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
、
帰
朝

し
て
か
ら
『
原
始
仏
教
思
想
論
』
と
『
阿
毘
達
磨

論
の
研
究
』
を
著
わ
し
た
。
十
二
年
一
月
に
は
文

学
博
士
の
学
位
を
得
て
、
三
月
か
ら
帝
大
教
授
に

任
命
さ
れ
印
度
哲
学
第
一
講
座
を
担
当
し
た
。
十

三
年
三
月
に
は
、
仏
教
思
想
上
で
近
代
的
な
意
義

を
与
え
た
『
解
脱
へ
の
道
』
を
刊
行
し
て
い
る
。

昭
和
五
年
五
月
十
六
日
に
狭
心
症
で
五
十
歳
に
て

示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』『
現
代
仏
教
家
人

名
辞
典
』『
西
根
町
史
』『
木
村
泰
賢
全
集
』）

き
む
ら‒

だ
い
て
い　

木
村
大
鼎

　

－

明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）

愛
知
県
知
多
郡
天
龍
寺
法
地
開
祖
、
愛
知
県
知
多

郡
延
命
寺
十
九
世
、
愛
知
県
知
多
郡
正
衆
寺
二
十

二
世
。
号
は
克
文
。
本
師
は
達
林
魯
道
。
明
治
四

十
四
年
三
月
十
三
日
に
示
寂
し
た
。

き
む
ら‒

た
ん
り
ゅ
う　

木
村
潭
龍

明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）－

大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）

山
口
市
正
福
寺
十
七
世
。
号
は
含
玉
。
本
師
は
松

村
道
隆
。
明
治
十
八
年
四
月
二
十
五
日
に
山
口
県

佐
波
郡
出
雲
堀
の
木
村
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

る
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
曹
洞
宗
大
学

林
を
卒
業
。
正
福
寺
住
職
の
旁
ら
、
和
歌
、
俳
句

の
会
を
催
し
、
九
條
武
子
や
徳
川
義
親
、
新
井
石

禅
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
。
山
口
県
報
徳
会
々
長
と

し
て
社
会
教
育
に
も
尽
力
し
、
子
供
の
教
化
活
動

と
し
て
少
年
会
な
ど
を
開
催
し
、
青
少
年
教
化
に

も
尽
力
し
た
。
大
正
十
二
年
三
月
二
十
日
に
四
十

一
歳
で
示
寂
し
た
。

き
む
ら‒

ぶ
ん
み
ょ
う　

木
村
文
明

嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）－

大
正
十
年（
一
九

二
一
）

仙
台
市
龍
泉
院
、
仙
台
市
松
音
寺
三
十
五
世
。
号

は
俊
喆
、
古
城
。
嘉
永
五
年
四
月
に
宮
城
県
桃
生

郡
小
野
郷
の
木
村
家
の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業

師
、
本
師
は
泰
栄
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

夏
、
仙
台
東
禅
寺
の
泰
運
の
首
座
と
な
り
、
長
泉

寺
の
徳
隣
に
師
事
す
る
こ
と
十
年
、
そ
の
後
、
西

有
穆
山
に
随
侍
し
て
東
京
駒
込
の
旃
檀
林
に
三
年

間
掛
錫
し
た
。
四
年
十
月
、
龍
泉
院
に
首
先
住
職

し
、
十
七
年
に
は
初
会
結
制
を
修
行
し
た
。
二
十

年
四
月
に
松
音
寺
に
転
住
し
、
十
年
よ
り
専
門
支

校
の
教
師
と
な
っ
て
以
来
、
宗
務
支
局
副
取
締
、
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取
締
と
な
る
。
曹
洞
宗
大
学
林
学
監
、
軍
人
布
教

師
、
両
本
山
布
教
師
、
宗
議
会
特
選
議
員
、
宮
城

県
第
一
宗
務
所
所
長
な
ど
も
務
め
た
。
そ
の
他
、

居
士
会
と
称
し
て
毎
月
居
士
な
ど
を
集
め
禅
書
を

提
唱
し
た
。
ま
た
免
囚
保
護
事
業
で
あ
る
宮
城
県

共
済
会
長
も
務
め
て
い
る
。
大
正
十
年
九
月
十
六

日
に
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』『
現
代
仏
教

家
人
名
辞
典
』）

き
む
ら‒

ほ
う
ざ
ん　

木
村
豊
山

明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）－

昭
和
三
十
一
年

（
一
九
五
六
）

山
梨
市
実
相
寺
十
八
世
。
号
は
冨
門
。
明
治
十
二

年
一
月
六
日
に
山
梨
県
東
山
梨
郡
牧
丘
町
馬
場
の

木
村
哲
門
の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
木
村
哲

門
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
日
川
中
学
を

卒
業
、
三
十
四
年
六
月
一
日
に
は
北
清
事
変
分
隊

長
と
し
て
北
京
、
上
海
に
転
戦
、
三
十
五
年
に
甲

府
地
方
裁
判
所
の
書
記
を
務
め
、
四
十
一
年
に
は

満
洲
鉄
道
守
備
隊
と
し
て
従
軍
し
た
。
社
会
教
育

委
員
、
青
少
年
教
化
委
員
、
負
債
整
理
委
員
、
方

面
委
員
、
民
生
委
員
、
郡
仏
教
会
理
事
な
ど
を
務

め
た
。
昭
和
三
十
一
年
二
月
二
日
に
示
寂
し
て
い

る
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』）

き
む
ら‒

ゆ
う
さ
い　

木
村
雄
哉

明
治
三
十
九
年（
一
九
〇
六
）－

昭
和
六
十
二

年（
一
九
八
七
）

北
九
州
市
吉
祥
寺
十
三
世
。
号
は
秀
岳
。
北
九
州

市
若
松
区
本
町
の
甘
蔗
栄
秀
の
二
男
に
生
ま
れ

る
。
受
業
師
、
本
師
は
甘
蔗
栄
秀
。
東
京
大
学
法

学
部
を
卒
業
し
永
平
寺
、
總
持
寺
に
安
居
。
福
岡

県
宗
務
所
長
、
曹
洞
宗
宗
会
議
員
を
務
め
た
。
昭

和
六
十
二
年
十
一
月
三
日
に
八
十
二
歳
で
示
寂
し

た
。（『
洞
門
龍
象
要
覧
』）

き
む
ら‒

ゆ
う
ざ
ん　

木
村
雄
山

？

－

昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）

奥
州
市
鳳
凰
寺
十
五
世
、
岩
手
県
胆
沢
郡
永
徳
寺

三
十
七
世
。
号
は
太
玄
。
岩
手
県
岩
手
郡
田
頭
村

に
生
ま
れ
た
。
受
業
師
、
本
師
は
小
原
春
琳
、
報

恩
寺
の
哲
道
に
参
随
し
た
。
東
京
大
学
英
文
科
を

卒
業
し
た
後
、
土
浦
中
学
校
教
諭
、
栴
檀
中
学
教

頭
、
台
北
中
学
校
長
を
務
め
た
。
昭
和
二
十
七
年

十
一
月
二
十
九
日
に
六
十
八
歳
で
示
寂
し
た
。

（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

き
む
ら‒

り
ゅ
う
ほ
う　

木
村
隆
法

明
治
八
年（
一
八
七
五
）－

昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）

青
梅
市
蜆
沢
院
、
愛
媛
県
喜
多
郡
高
昌
寺
、
萩
市

海
潮
寺
三
十
九
世
。
号
は
仏
海
。
明
治
八
年
に
山

口
県
大
島
郡
の
長
井
儀
兵
衛
の
三
男
と
し
て
生
ま

れ
る
。
受
業
師
は
木
村
随
法
、
本
師
は
浅
野
祖

田
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
東
京
帝
国

大
学
文
科
大
学
哲
学
科
を
卒
業
、
四
十
四
年
に
東

京
府
西
多
摩
郡
の
蜆
沢
院
に
首
先
住
職
し
、
大
正

三
年
（
一
九
一
四
）
に
高
昌
寺
へ
転
住
、
八
年
に

海
潮
寺
へ
転
住
し
て
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五

二
）
ま
で
の
三
十
五
年
間
在
住
し
た
。
大
正
十
五

年
、
總
持
寺
貫
首
新
井
石
禅
の
御
親
化
、
昭
和
二

年
に
海
潮
寺
の
禅
堂
を
新
築
し
、
九
年
に
海
潮
寺

境
内
の
旧
保
福
寺
地
蔵
堂
大
伽
藍
を
再
建
し
た
。

十
二
年
、
十
六
年
に
總
持
寺
で
の
焼
香
師
を
務

め
、
三
十
年
に
は
大
梵
鐘
鋳
造
及
山
門
鐘
樓
の
大

修
理
、
三
十
三
年
に
は
海
潮
寺
開
山
五
百
五
十
回

大
遠
忌
を
總
持
寺
貫
首
孤
峰
智
璨
が
御
親
化
。
三

十
四
年
に
は
總
持
寺
よ
り
海
潮
寺
重
興
の
称
号
を

賜
る
。
三
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日
に
世
寿
八
十

八
歳
で
示
寂
し
た
。（『
海
潮
寺
開
山
歴
住
伝
譜
』
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き
む
ら‒

り
ょ
う
ゆ
う　

木
村
良
猷

明
治
八
年（
一
八
七
五
）－

昭
和
二
十
一
年

（
一
九
四
六
）

一
関
市
大
祥
寺
四
十
二
世
、
一
関
市
道
慶
寺
二
十

三
世
。
号
は
南
宗
。
明
治
八
年
、
秋
田
県
平
鹿
郡

の
斉
藤
家
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
祖
心

玄
猷
。
大
乗
寺
専
門
僧
堂
に
安
居
し
た
後
、
曹
洞

宗
岩
手
県
宗
務
所
第
七
教
区
長
な
ど
を
歴
任
し

た
。
昭
和
二
十
一
年
三
月
十
七
（
二
十
一
）
日
に

七
十
三
歳
で
示
寂
し
た
。

き
よ
し‒

そ
う
が
く　

清　

相
覚

　

－

大
正
八
年（
一
九
一
九
）

佐
賀
市
慈
音
院
、
佐
賀
市
龍
泰
寺
三
十
一
世
、
京

都
市
洞
谷
寺
十
九
世
。
号
は
圓
桂
、
本
然
。
本
師

は
圓
岩
相
隣
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
頃
、
慈

音
院
の
堂
塔
が
破
壊
し
て
い
た
の
で
復
興
し
、
そ

の
後
龍
泰
寺
に
転
住
し
た
。
大
正
八
年
二
月
二
十

五
日
に
永
平
寺
で
示
寂
し
た
。（「
明
教
新
誌
」
第

三
七
七
号
『
講
田
法
系
攷
』『
天
桂
禅
師
霊
楠
陽

松
庵
史
』）

き
よ
な
り‒

ち
の
う　

清
成
智
衲

明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）－
昭
和
四
十
二

年（
一
九
六
七
）

下
関
市
海
晏
寺
二
十
二
世
。
号
は
天
外
。
明
治
二

十
七
年
五
月
一
日
に
下
関
市
伊
崎
町
に
生
ま
れ

る
。
曹
洞
宗
大
学
卒
業
、
国
学
院
大
学
高
等
師
範

部
卒
業
。
宗
務
所
長
、
宗
会
議
員
、
永
平
寺
副
監

院
、
成
人
保
護
司
会
長
、
民
生
委
員
会
々
長
、
市

公
安
委
員
長
な
ど
を
務
め
た
。
昭
和
四
十
二
年
五

月
二
十
二
日
に
七
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。（『
洞
門

龍
象
要
覧
』）

き
よ
は
ら‒

け
い
ど
う　

清
原
圭
堂

　

－

明
治
十
年（
一
八
七
七
）

出
雲
市
南
泉
寺
十
二
世
。
号
は
素
珀
。
出
雲
市
今

市
町
の
佐
々
木
久
兵
衛
の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
明

治
十
四
年
に
は
本
堂
の
屋
根
替
を
行
っ
た
。
四
十

年
三
月
五
日
に
六
十
八
歳
で
示
寂
し
た
。（「
南
泉

寺
過
去
帳
」）

き
よ
は
ら‒

こ
が
く　

清
原
巨
学

　

－

明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八
）

福
島
県
西
白
河
郡
澄
江
寺
二
十
四
世
。
号
は
潭

海
。
現
在
の
白
河
市
に
生
ま
れ
る
。
寺
子
屋
と
弓

の
指
導
を
行
い
、
墓
石
の
台
座
に
は
教
え
子
ら
が

記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
一
年
二
月
二
十
二
日

に
示
寂
し
た
。

き
よ
は
ら‒

し
ょ
う
ど
う　

清
原
正
道

明
治
二
年（
一
八
六
九
）－

大
正
十
二
年（
一

九
二
三
）

松
坂
市
神
楽
寺
十
一
世
。
明
治
二
年
五
月
六
日
に

宇
治
山
田
の
濱
邊
藤
平
の
四
男
に
生
ま
れ
る
。
受

業
師
は
前
原
朴
全
、
本
師
は
清
原
大
英
。
明
治
十

五
年
（
一
八
八
二
）
に
昌
慶
寺
に
入
衆
し
、
二
十

年
、
松
坂
の
養
泉
寺
で
立
職
し
た
。
十
九
年
に
は

専
門
支
校
に
入
り
、
二
十
三
年
に
卒
業
し
た
。
そ

の
後
、
浄
眼
寺
の
袖
岡
素
雄
、
養
泉
寺
の
水
野
良

英
、
可
睡
斎
の
西
有
穆
山
ら
に
参
随
す
る
。
二
十

五
年
四
月
に
總
持
寺
に
瑞
世
し
、
二
十
六
年
四
月

に
は
神
楽
寺
に
住
職
す
る
。
曹
洞
宗
務
支
局
の
庶

務
会
計
、
取
締
所
長
な
ど
を
歴
任
し
、
管
内
布
教

師
と
し
て
布
教
に
尽
力
す
る
。
自
坊
に
禅
話
会
を

開
き
、
禅
を
提
唱
し
て
大
い
に
教
界
に
光
彩
を
添

え
た
。
山
門
を
修
繕
し
た
り
庫
裡
を
再
建
し
て
法

器
や
仏
具
を
新
調
し
た
。
大
正
十
二
年
十
一
月
二
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十
三
日
に
示
寂
し
て
い
る
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

き
り
は
た‒

と
く
し
ゅ
ん　

桐
畑
徳
峻

嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）－

昭
和
六
年（
一
九

三
一
）

長
浜
市
正
福
庵
十
一
世
、
長
浜
市
吉
祥
院
十
五

世
、
鹿
児
島
市
大
中
寺
開
山
、
長
浜
市
洞
寿
院
四

十
五
世
。
号
は
不
休
。
嘉
永
五
年
五
月
二
十
一
日

に
滋
賀
県
伊
香
郡
余
呉
町
川
並
の
桐
畑
善
四
郎
の

三
男
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
を
宇
仲
治
と
い
っ
た
。

受
業
師
、
本
師
は
是
洞
俊
童
。
栴
崖
奕
堂
、
森
田

悟
由
に
参
随
し
た
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
内

務
省
教
導
職
、
九
年
滋
賀
県
師
範
学
校
を
卒
業

し
、
永
平
寺
に
安
居
す
る
。
三
十
三
年
に
滋
賀
県

教
導
職
の
取
締
役
に
な
り
、
三
十
七
年
に
洞
寿
院

を
退
董
し
、
鹿
児
島
で
教
団
開
拓
に
挺
身
し
た
。

洞
寿
院
時
代
に
は
杉
の
植
林
を
始
め
た
。
鹿
児
島

市
の
大
中
寺
時
代
に
は
孤
児
を
育
て
、
二
葉
幼
稚

園
を
設
立
し
て
寺
院
敷
地
を
拡
張
し
て
い
っ
た
。

永
平
寺
特
派
布
教
師
、
大
遠
忌
委
員
長
、
宗
議
会

議
員
、
菩
提
会
地
方
総
務
な
ど
を
務
め
た
。
昭
和

六
年
五
月
十
七
日
に
七
十
九
歳
で
示
寂
し
た
。

（『
曹
洞
宗
名
鑑
』『
近
江
を
築
い
た
人
び
と　

上
』『
伊
香
郡
誌
』）

き
り
や
ま‒

だ
い
あ
ん　

桐
山
大
安

　

－

明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）

豊
田
市
常
楽
寺
二
十
七
世
、
岡
崎
市
法
林
寺
五

世
、
愛
知
県
北
設
楽
郡
金
龍
寺
二
十
二
世
。
号
は

道
悟
。
本
師
は
梅
童
大
枝
。
明
治
三
十
五
年
旧
七

月
十
三
日
に
六
十
一
歳
で
示
寂
し
た
。

き
ん
と
う‒

と
ん
り
ょ
う　

金
藤
頓
良

慶
応
三
年（
一
八
六
七
）－

昭
和
十
八
年（
一

九
四
三
）

米
沢
市
常
慶
院
、
村
上
市
善
沢
寺
。
号
は
静
山
。

慶
応
三
年
に
新
潟
県
新
発
田
城
一
の
丸
内
の
金
藤

弥
平
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師

は
無
端
絶
学
。
永
平
寺
に
安
居
し
た
後
、
書
道
な

ど
の
講
師
や
宗
議
会
議
員
も
務
め
て
お
り
、
昭
和

十
八
年
十
一
月
十
七
日
に
七
十
七
歳
で
示
寂
し

た
。
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